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Synopsis 

Biodiversity in the paddy biotope was inspected from April to September in 2008， continuing to the research in 2007 as 

part of the "Satoyama Restoration Projecf'， which has b巴enimplemented by the Faculty of Agriculture， Kinki University 

To clarify the ecology of organisms in the paddy biotope， faunal composition and seasonal changes in the number of aquatic 

animals and planktons were investigated in the biotope目 Atotal of 63 species belonging to 31 families， including fishes， 

amphibians， reptiles， shellfishes， carapaces and aquatic insects， were observed. Planktons were taxonomically identified as 

b巴longingto 22 genera. More species were found to occur in 2008 than in the previous year. Some species of dragonflies， 

beetles， hemipteras， and vertebrates such as Fejervarya lim舟ocharis，Misgurnus anguillicaudatus， and Olyzias latipes 

were reconfirmed to use the paddies as reproductive and growing grounds， to spend almost their whole life history in the 

biotope. A comparison of the two year' s data yielded the following conclusions: Population of dragonfly was decreased in 

number than也atof 2007 by the increase of Procambarus clarkii. The simililar phenomenon of 2007 had already been seen 

in Microveria spp. after pouring water into the paddy biotope. For this reason， the appe紅 anceof Microveria spp. seems to 

synchronize with the farming calendar. Sternolojうusrufipes and Regimbarta zaitev can spatially叩 dtemporally coexist in 

the paddy biotope by segregating the specific habitat， and sliding出efluctuation of population in the paddy biotope. It was 

elucidated that the decrease of Fossaria ollula was caused by influenc巴ofPhysa acuta and Procambarus clarkii. 

Key words: biodiversity， ecosystem， endangered species， environmental education 

はじめに

日本は，雨量が多いため洪水が多く，河川の周

囲にはワンドや河跡湖，後背湿地などの一時的水

域が創出されていた。これらの一時的水域は不安

定な地域であり，そこに生息する生物はこういっ

た環境に適応・進化してきた。水田はこれらの中

の後背湿地を開墾したものとされており，中干し

などの農作業によって 不安定な土地であるた

め，多くの生物にとって多様な生息場所としても

利用されるようになった。

農業の近代化にともない圃場整備，農薬や化学

肥料の過剰使用，また放棄田の増加により，水田

環境は一変し，水生生物は激減してしまった。近
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年になり，ようやく水田の多面的機能が注目され

はじめ，これまでの食糧生産の場に加えて，生物

多様性の保全，水源の画養としての機能などが見

直されはじめた。現在では環境保全型農業や水田

の生物を保全する取り組みなどが盛んになってき

ているが，水田に生息する生物の実証的かっ定量

的なデータが絶対的に不足しているため，効果的

な保全策は検討されていない。

近畿大学農学部では里山の環境を修復・復元

しもとある里山の姿を取り戻すために里山修復

プロジ、エクトが発足した。そのプロジ、ェクトの一

貫として，独自に田んぼピオトープを造成し，そ

こに生息する生物の生態的情報を収集するために

調査を行なった。また，これらの調査，観察に加

え，地元の小学生と共同で代掻き，田植え，かか

し作りなど体験学習も実施し，さらに学生の実習

の場としても活用するなど，環境教育の面でも充

実した総合的なフィールドとしても田んぼピオ

トープをj舌用している。

本研究は 2007年度からの継続研究である。し

かし， 2007年度の調査結果ではさまざまな生物

の考察がされていたが，調査期聞が短かったこと

や各ハピタットの未細分化など多くの問題点が

残っていたため情報が不足していた。そのため，

2008年度の調査ではより実証的かっ定量的な

データを得るために調査期間を水入れ前の 4月か

ら行ない，ハピタットを 7つに細分化し調査対象

にプランクトンを加えた。その結果，プランクト

ンと他の生物との関係，糸状藻類と生物の関係，

ヒメガムシとマメガムシの資源分割などの生態的

情報が得られた。また 2008年度新たに確認さ

れた種の詳細な情報と併せて報告する。

調査概要

田んぼビオトープの概要

近畿大学田んぼピオトープは 2006年8月に

整備された。水生生物のハピタットの特性に着

目すると，田んぼピオトープは，水田 (PF:

Paddy Field)，小川 (Cr: Creek)，排水路 (D:

Ditch) ，池 (p: Pond) ，泥土手 (MB:Mud 

Bank) ，堆肥山 (CP: Compost pile) に分類さ

れる(図 1)。さらに，水田は温水路 (WWC:

Warming Water Canal) のある PFl， PF1より

面積が倍近くある PF2，乾田 PF3の3種類の

異なる水田がある。 2007年度の調査では PFl，

PF2は両方とも湛水田としていたが， 2008年度

は2007年度のデータとの比較をするために PF1

は乾田， PF2は湛水田， PF3は乾田にしている。

湛水田とは冬期も水を張ったままの水田のことで

乾田は冬期に水を張らない水田である。その他の

ハピタットについては「近畿大学田んぼピオトー

プに見られる水生生物Jにおいて記されている。

農事暦(表 1)

PF2においては 2007年 12月から常時水を張

る湛水田の状態にし， PF1， PF3は2008年5月

29日に水入れを行なうまで乾田の状態で維持し

た。代掻きは同年 5月30日に行ない，田植えは

6月6日(近畿大学農学部3回生対象)と 6月 13

日(富雄南小学校5年生対象)の 2回に分けて実

施した。また， 7月26日-8月22日まで中干し

を行ない，その後，稲刈り前の 9月 17日まで湛

水状態を維持した。

調査方法

調査は， PFl， PF2， PF3，排水路，温水路 1，

温水路2，小川の 7つのハピタットを中心に，

2∞8年4月 10日-9月25日まで行なった。方法

は2人で30分間ずつ，稚魚ネットを用いて採集

し，種，個体数をカウントした。カウント後，採

集した生物は元の場所へ放逐することを原則と

し 1種につき最低 1個体は標本にするため持ち

帰った。標本は魚類については 10%ホルマリン，

その他の水生生物については 70%エタノールで固

定した。また，現地で同定できなかった種につい

ては同じく 1種につき最低1個体のみもち帰り，

同定した。そして，これらの結果から多様度指

数H'を用いて多様性を求めた。さらに，水温，お

よび水質の 5項目 (pH' EC . DO . COD . NH4・

P04) を測定した。

2008年度から排水路におけるアオミドロなど

の糸状藻類と生物との相互関係を調べるために被

覆率調査を行なった。これは一定面積内で生物が

どのような種類がどれだけの個体数がいるのかを

調べることで，そのために面積を測るための 5x 

5マスの板を利用し目視にて被覆している面積を

算出しその面積から被覆率を 0%，50%， 100% 

にわけ比率ごとに稚魚ネットを用いて生物採集を

行なった。
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また，田んぼピオトープにおける各生物とプラ

ンクトンとの相関関係を調べるためにプランクト

ンの調査も行なった。調査方法はプランクトン

ネットで、各ハピタットの水を 2L採集し，イオン

交換水でネット内を洗い流しながらサンプル瓶へ

入れ， 10%のホルマリンで固定する。次に，静か

な場所で沈殿させ少しずつ上澄みを取り除いてい

き， 30ccまで濃縮した。サンプル瓶を十分に撹

枠させた後，ホールピペットで 1cc取り出し，計

数版に滴下し計数版のマス日 1000個中 10個を

光学顕微鏡で観察し，同定を行なった。

結果

調査の結果，田んぼピオトープにおいて， 1門

10綱 18目30科 62種の水生生物が確認された。

以下に出現した水生生物の一般的事項について詳

細を示す。続いて，ハピタット別の水温および水

質の季節変化，さらに生物出現と種多様度指数の

季節変動について記述する O

2007年度に確認された生物は結果のみを記し，

重複している生物の生態に関する詳細は既報「近

畿大学田んぼピオトープに見られる水生生物」を

参照されたい。

魚類 Fishes 

メダカ科 Adrianichthyidae 

1.メダカ Olyzias latipes (図版 1-A)

2008年度の調査では，排水路のみで採集され，

4 月 2 週目 ~5 月 2 週目に 10 個体ずつみられた

が， 5月3週日， 6月4週日はまったく確認され

なかった。 7月に入ると徐々に個体数が増加し

9月3週目の調査では 60個体を上回る数が採集

できた(図 2)。

2007年度の調査では年間を通して排水路で確

認され， 6月4週目には PF2で遡上がみられた。

ドジョウ科 Cobitidae 

2.ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus 

(図版 1・B)

2008年度の調査では PF1で5月 l週日に 1

個体， PF2では 5月5週日に 1個体と 7月3週目

に4個体， PF3で7月2週目と 9月3週目に l個

体の成魚，稚魚が発見された。また，排水路と温

水路 2 で 7 月 ~9 月にかけて確認されている(図

2)0 

2007年度の調査では稚魚が多くみられた。全

体の個体数は 2008年度の結果と比較しでもっと

も多く確認された PF1では一回の調査でピーク

時 15個体採集できた。

タナウギ科 Synbranchidae 

3.タウナギ Monopterus albus (図版 1・C)

2008年度の調査では，予備調査中，温水路 l

で卵が発見され， 6 月 ~7 月にかけて稚魚が数個

体，温水路 1で採集された。また， 7 月 ~9 月に

かけてj且水路1. PF1.排水路で数個体確認され，

9月では成熟個体が排水路で見られた(図 2)0

2007年度の調査では 7月に多く採集された。

特にI嗣 t路のある PF1. PF2で多く確認され両ハ

ピタットにおいて， 10個体以上が生息していた。

両生類 Amphibians 

アマガエル科 Hylidae 

4.ニホンアマガエル Hyla japonica 

(図版 1・0，1・E)

日本各地に分布しており，海岸付近から市街地

の植え込みゃ公園，草原から高山帯付近まで幅広

く生息している。背中に黒い斑紋が出ることもあ

るが，滑らかで突起物はほとんどない。緑色や，

灰褐色の体色をしていることが多いが，周囲の環

境によって灰色から緑色へあるいは，その逆へと

体色を変えることができる。指には吸盤が発達し

ており，地上から草木の上までと活動場所は多様

である1)。産卵は，田んぼや湿地，池沼の浅場，

水溜りなどの止水域で行なわれ，少数ずつの卵塊

を何回にも分けて産卵し 卵塊は稲などに付着し

て， 2日ほどで癖化する 2)0 2008年度の調査にお

いては，小川で5月5週日に 1個体， 6月3週目

にPF3で 1個体と個体数は少なく，繁殖も確認

できなかった(図 3)。

アカガエル科 Ranidae 

5.トノサマガエル Rana nigromaculata 

(図版 1-F)

関東地方，仙台平野を除く本州，四国，九州に

分布する O 体長は 38~ 94mm，雌は雄よりも明

らかに大型になる。体色は雌雄で異なり，雄は緑

色から茶褐色までさまざまなバリエーションがあ

るが，雌は灰褐色である O 日本の田んぼを代表す
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るカエルで，生活史も田んぼと密接に結びついて

いる。主な餌はイナゴのようなバッタ類や，イチ

モンジセセリなどの害虫，小型のカエル，ミミズ

などであり，近年では圃場整備などの影響で個体

数が減少している。繁殖期は 4月-6月で，田ん

ぼに水が入ると直ちに繁殖行動が始まる場合が多

い 2)。田んぼピオトープにおいては 6月2週目に

27個体が発見されたがその後，数は減少し調

査終了時ではあまり確認されない状態が続いた

(図 3)。また， 6月3週日に行なった予備調査時，

PF3において本種のものと思われる卵を大量に

発見した。

6.ヌマガエル Rana limnocharis limnochalis 
(図版 1・G，1・H)

田んぼピオトープに現れるカエルは，本種が圧

倒的に多く，いたるところで確認することができ

た(図 3)。

2008年度の調査において， もっとも多く採集

された PFlでは 7月1週目のピーク時 60個体近

くみられた。また，水田においては 6月3週目か

ら7月2週日にかけて多く確認することができた

が7月3週日からおこなった中干し時には小川に

て多く採集された。また，排水路i-副え路のハピ

タットでは少数しか採集できなかったが， 目視に

おいて多くの個体が確認された。

2007年度の調査では排水路の個体数が著しく

低く， 7月3週目のピーク時でも採集されたのは

5個体であった。それ以外のハピタットでは 7月

から 8月にかけて多くの個体数が確認された。特

にPF3における個体数が著しく多く， 60個体を上

回る時もあった。 PFl， PF2では，それほど大き

な差はなく，似たような個体数変動がみられた。

聴虫類 Reptiles 

パタグールガメ科 Bataguridae

7.ニホンイシガメ Mauremys japonica 
(図版 2・A)

本種は 2008年度の調査においては発見されな

かったが5月に行なった予備調査で， 1個体のみ

確認され，本種のものと思われる死骸も発見され

た。

2007年度の調査では排水路にある MB(泥土

手)で4月から 6月にかけて 5個体確認されてお

り，個体数が減少していることがわかる。

8.クサガメ Chinemys reevesii (図版2・B)

本種は 2008年度の調査時には発見されなかっ

たが整備時に 2個体確認されており，田んぼピオ

トープ前の道路や隣接する水固などでもみられ

た。

2007年度の調査では排水路にある MB(泥土

手)で 4月から 6月にかけて 10個体の生息が確

認されていた。

甲殻類 Crustacean 

テナガ工ピ科 Palaemonidae 

9.スジエピ Palaemon paucidens (図版 2・C)

2008年度の調査においては，温水路2で 1個

体のみ確認された(図 4)。

2007年度の調査では排水路にて 8月3週目， 9 

月2週目， 10月1週目に数個体ずつ確認されて

いる。

アメリカザリガニ科 Cambaridae 

10.アメリカザリガニ Procambarus clarkia 
(図版2・D)

2008年度の調査においても排水路，水田，小

川などの多くの場所でアメリカザリガニの繁殖が

確認されており，個体数は 2007年度とくらべて

かなりの増加が見られた。特に，中干し後の 9月

l週目の調査からすべてのハピタットにおいて増

加傾向がみられた(図 4)。また， 2007年度の調

査においても中干し後にあたる 8月3週目の調査

からすべてのハピタットにおいて個体数の増加が

みられた。

カイエビ科 Cyzicidae 

11.カイ工ビ Caenestheriella gifuensis 
(図版 2-E)

体長は 8-lOmm，カブトエピやホウネンエピ

に近縁な種だが，二枚員のような甲殻をもつため

貝甲目というグループに属している。本種は，カ

ブトエピとともに絶えず水底の泥をかき分けるよ

うに移動し，水を濁すため雑草の光合成を阻害

するので，田んぼの除草に役立つともいわれて

いる。寿命は約 1ヶ月で，耐久卵を産む 2)0 2008 

年度の調査では PF2において水入れ直後の 6月

2週日から中干し直前の 7月2週目にかけて確認

され， PF3では 6月2週目 -6月4週目にかけ

て確認された。しかし水入れ前や中干し後では
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発見されなかった(図 4)0

ホウネン工ビ科 Chirocephal idae 

12.ホウネン工ピ Branchinella kugenumaensis 

(図版 2・F)

2008年度の調査では. 6月3週目に行なった予

備調査時. PF3において数個体確認されたのみ

であった。 2007年度の調査も同様に予備調査時，

数個体のみしか確認できなかった。

カブトエビ科 Triopsidae 

13.カブ卜工ビ類 Triops Spp. 

(図版2・G)

体長は 30mmほど。代掻きが行なわれた田ん

ぼに水が入って水温が上がると，卵から幼生が僻

化し急速に成長していく。寿命はおよそ 1ヵ月

で，その聞に産卵し短い生涯を終える。そのた

め，田植えから 1~2 ヶ月あまりの間しか目にす

ることはない。卵は乾燥に強く，水が干上がっ

た状態でも土の中で休眠したまま生き続ける 2)。

2008年度の調査においては発見されなかったが

6月3週日に予備調査を行なったところ PF3で2

個体のみ確認された。

ヨコエビ科 Gammaridae 

14.ヨコエビ Gammarusnipponensis 

本種の詳細な生態は不明である。 2008年度の

調査では 9月 1週日に行なった調査において，温

水路2で l個体のみ確認された(図 4)。

端脚類 Amphipoda

ミズムシ科 Asellidae 

15.ミズムシ Asellus hilgendorfi (図版 2・H)

体長は 8mmほどの端脚類。本種は淡水種で田

んぼや溝，池沼などの落ち葉や石の下などで生活

している。湧き水のような環境に多い反面，汚染

の進んだ場所でもみられる 2)。田んぼピオトープ

では 6 月 ~7 月に地下水をくみ上げるポンプ故障

時，小川の鉄分を多く含み汚れた場所で確認され

た(図 4)。

貝類 Shellfish 

カワニナ科 Pleuroceridae 

16. カワニナ Semisulcospira libertine 

(図版3・A)

2008年度の調査において，小川でもっとも多

く見られた。調査開始の 4月から採集されはじ

め. 5月に個体数のピークが確認されたが，徐々

に減少し 9月には 10個体ほどしかみられなく

なった(図 5)。

モノアラガイ科 Lymnaeidae 

17.ヒメモノアラガイ Fossaria ollula 

(図版3-8)

2008年度の調査では. 6月2週目から 7月 l週

日にかけて PF3で平均 20個体ほど採集された

が. 7月2週日から減少し 7月4週目にはみられ

なくなっていた(図 5)。

2007年度の調査では，すべてのハピタットで

確認され，特に多かった PF3では 7月のピーク

時には 200個体以上の生息が確認され. 2008年度

と比較すると多く減少していることがわかった。

サカマキガイ科 Physidae 

18.サカマキガイ Physa acuta (図版3-C)

2008年度の調査では，すべてのハピタットで

生息が確認され，小川，排水路でも少数ではある

が採集された。 6 月 ~7 月の繁殖期，個体数の増

加は非常に大きく. PFl， PF2.温水路 1では特

に多かったが. 7月5週目から個体数が減少し

j副え路2の個体数が増加した(図 5)。

2007年度の調査結果でも，すべてのハピタッ

トにおいて多く確認され. PFl， PF2では 100個

体を上回る結果が得られたが. PF3と排水路では

個体数が少なく，他のハピタットにくらべて半分

のおよそ 50個体しか採集できなかった。

タニシ科 Viviparidae 

19.マルタニシ Cipangopaludina chinensis 

(図版 3-D)

2008年度の調査では排水路でのみ 6月に数個

体のみ採集された(図 5)。

2007年度の調査でも個体数は少なく排水路と

PFlで9月に数個体採集されたのみであった。
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ドブシジミ科 Sphaeriidae 

20.ドブシジミ Sphaerium lucustre japonicum 

(図版 3-E)

殻長はlOmm前後で，表面には光沢があり，

成長にともなってできる細かな条線がある。殻頂

の位置はほぼ中央。ドブシジミ型とウゼンドブ

シジミ型がある。田んぼや流れの援やかな水路，

池沼の泥底に生息する 2)0 2008年度の調査では 6

月1週日から 6月3週日におこなった予備調査に

おいて. PF2. 小川で少数個体の生息が確認され

た(図 5)。

昆虫類 Insecta 

アメンボ科 Gerridae 

21.アメンボ Aquariuspaludum paludum 

(図版 3・F)

2008年度の調査では. 4月にj昆水路 lで多く確

認され. 5月に入ると PF2で多く確認でき，水

入れ後から中干し前の期間，すべての水田でみ

られたが. PF3のみ個体数が少なかった。また，

中干し期間中 i_副え路での個体数増加がみられた

(図 6)。

2007年度の調査では排水路で 7月に 10個体確

認されたのみであった。

22.ヒメアメンボ Gerris latiabdominis 

(図版 3-G)

2008年度の調査では，中干し前，湛水田であ

るPF2で多くみられたが，中干し後は排水路に

て個体数の増加がみられた。その後は，徐々に数

が減っていき. 7月 l週日にはまったく確認され

なくなった(図 6)。

2007年度の調査では 6月に PF3以外の各

ハピタットでおよそ 50個体が確認されており，

PF3ではほとんど確認されなかった。 7月に入る

と徐々に数が減り.8月に入ると排水路以外のハ

ピタットでみられなくなっていたが，排水路のみ

で9月2週目まで生息が確認されていた。

23.ヒメイトアメンボ Hydrometra procera 

(図版3・H)

2008年度の調査では. 5月l週目から排水路の

畦際などに多くみられたが6月4週目以降に個体

数が減り 7月2週目を最後に確認されなくなった

(図 6)。

2007年度の調査では排水路と PF2のみで生息

が確認できた。排水路で 7月3週目. PF2では 6

月4週日に両ハピタットにおいて数個体確認され

た。

カタビ口アメンボ科 Veliidae 

24.ケシカタビ口アメンボの一種

Microveliinae sp. (図版4・A)

田んぼピオトープにも多く生息しているが，サ

イズが小さすぎるので，稚魚ネットによる調査で

は実際生息している個体数に対して少数個体のみ

採集されていたが，調査期間中は温水路を中心

に毎日確認することができた。乾田である PFl，

PF3では水入れ直後から確認され始めたが，湛

水田である PF2では個体数は少なかった。温水

路，排水路では中干し期間中，個体数の大きな増

加が見られた。小川では 6月4週日に少数採集さ

れた(図 6)。

2007年度の調査では. PF3のみで水入れ後の

6月4週日に数個体確認できた。

マツモムシ科 Notonectidae 

25.マツモムシ Notonecta triguttata 

(図版4・B)

2008年度の調査では. 4月2週目，排水路で比

較的多く採集されたが，その後，減少し少数の個

体しか確認できなくなった。また. PF2. 副く路

2にて幼令幼虫，終令幼虫が確認された(図 6)。

2007年度の調査では，すべてのハピタットに

おいて生息がみられた。特に排水路で多く，調

査期間中を通して確認することができた。一方，

PF3では 7月に数個体のみしか採集することが

できなかった。

26.コマツモムシ Anisops ogasawarensis 

(図版4-C)

2008年度の調査では. 4月の調査開始時点では

ほとんど確認されなかったが. 8月に入ると個体

数が増加し調査終了時まで個体数は継続して多く

確認された(図 6)。

2007年度の調査結果では，すべてのハピタッ

トで生息がみられた。特に排水路で多く採集さ

れ，他のハピタットが平均 50個体ほど採集され

ていたことに対して排水路では平均 100個体と

約 2倍もの個体数が確認された。
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ミズムシ科 Corixidae 

27.チビミズムシ Micronecta (Basi!eonecta) 

sedula (図版4・D)

2008年度の調査では，本種は水が存在するハ

ピタットにおいて必ず確認されるほど個体数が多

く，特に排水路での個体数が一番多かった。ま

た，水田の水入れと同時期に多くみられた。水入

れ前の PFlで雨によってできた少量の水溜りに

おいても生息し. PFlでは 7月4週日に比較的多

くの個体が確認された。それに対して，温水路 1

では 4月2週目の調査開始時点から多くの個体が

みられた。また，小川においても 5月4週目に生

息が確認された(図 6)。

2007年度の調査では，個体数は少なく，排水

路と PF2で数個体確認されたのみであった。つ

まり，本種は 2007年度とくらべて爆発的に個体

数が増加していることがわかった。

28.コミズムシ Sigara substriata (図版4・E)

2008年度の調査において，毎回必ず採捕でき，

田んぼピオトープで確認された全生物のなかで本

種は一番個体数が多く，特に排水路において大多

数が確認された。乾田である PFlとPF3では水

入れ直後に個体数の増加が確認されたが，湛水田

である PF2では PFlとPF3に水入れした直後に

減少傾向がみられた(図6)。

2007年度の調査においてもすべてのハピタッ

トで多く確認され，優占種であったことがわか

る。特に排水路で多く確認され. 8月にピークを

むかえ，他のハピタットでは 7月3週日から 4週

日にかけてピークがみられた。

29.マルミズムシ Paraplea japonica 

(図版4・F)

2008年度の調査では温水路2において 7月5

週目から確認されはじめ，温水路1. PF2. PF3 

で9月にそれぞれのハピタットにおいて少数の個

体がみられた(図 6)。

2007年度の調査でも個体数は少なく. 8月に

PFlにて l個体確認されたのみである。

ゲンゴロウ科 Dytiscidae

30.ハイイロゲンゴ口ウ Eretes sticticus 

(図版4・G)

2008年度の調査においては. PF2において 5

月 1週目に幼虫が2個体確認され，その後の調査

では 7月5週日に排水路で6個体の成虫が採集さ

れるまで確認されなかった。また，その後は排水

路において 8月l週目に 4個体のみ採集された。

調査時の個体数は少なかったが，調査時以外の 7

月 ~8 月にかけて PFl において多数の成虫が目

視で確認された(図 7)。

2007年度の調査においては，排水路と PF2で

7月3週目から 8月l週日にかけて確認された

が.10個体ほどしか採集されなかった。

31.コシマゲンゴ口ウ Hydaticus grammicus 

(図版 4-H)

2008年度の調査ではあまり数はみられず. 5月

の調査時 PF2と温水路2で確認された。また，

PF3でも 7月4週目の調査で 1個体のみ採集され

た(図 7)0

2007年度の調査でもあまり数は確認されず，

排水路と PFlのみで生息がみられた。

32.ホソセスジゲンゴロウ

Copelatus weymarni (図版 5・A)

2008年度の調査では 6月l週日に行なった予

備調査において温水路 lでl個体のみ確認された

(図 7). 

2007年度の調査においても同様に個体数は少

なく. 7月2週目に PF2のみで少数個体の生息が

確認された。

33.コウベ、ツブゲンゴロウ

Laccophi!us kobensis (図版5・B)

2008年度の調査時，本種は 7月3週目に PF3

において l個体のみ確認された(図 7)。

2007年度の調査では. PFlとPF2において，

10月 l週目に数個体確認された。

34.コマルケシゲンゴロウ

Hydrovatus acuminatus (図版5・C)

体長は 2~ 2.5mm。体型は卵型で上麹の先端

部が突出する。分布は本州の福島県以南から南西

諸島と広く分布し，池沼の浅瀬や湿地，放棄水田
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などの植物の豊富な水域でえられる 3)0 2008年

度の調査では 7月3週目に PF3において 1個体，

8月2週目に温水路2において 2個体と計3個体

しか確認されなかった(図 7)0

35.ツブゲンゴロウ Laccophilus diffici/，俗

(図版 5-0)

体長は 4~4.9mm。体型は逆卵型で，頭部，

前胸背，触覚，肢は黄みがかった褐色。上肢全体

に不明瞭な褐色班がある。田んぼや放棄水田，池

沼，湿地などの止水に生息し，全国で普通にみら

れる 3)0 2008年度の調査では 7月 1週目の調査

時に PF1で l個体のみ確認された(図 7)。

36.コツブゲンゴ口ウ Noterus iaponicus 

体長は 3.8~ 4.3mm。やや長めの逆卵型で，背

面は強く盛り上がる。背面は暗褐色で光沢があ

り，前胸背(胸部第 1節の背中側)などは赤みが

かる。田んぼや湿地，池沼などで増え，多様な水

域に多く見られる 3)0 2008年度の調査では 7月31

日に刷t路 Iにて 1個体のみ確認された(図 7)0

37.チビゲンゴロウ Hydroglyphus iaponicus 

(図版5・E)

体長は 2.0mmほどと非常に小さい。長楕円形

の体型をしており，上麹の模様は縦に長い。田ん

ぼやそれにつながる溝，池沼，水溜りなどの浅

い水域に生息し全国で普通にみられる 3)0 2008 

年度の調査では 7月に小川以外のすべてのハピ

タットで生息が確認され，特に 7月では PFl，

PF3で多く確認されたが8月に入ると温水路 1

のみで確認された. 8月3週日にはとなのハピタツ

トでもみられなくなった(図 7)。

ガムシ科 Hydrophilidae 

38.コガムシ Hydrometra procera (図版 5・F)

2008年度の調査では. 6月l週日に PF1で 1

個体. 6月2週目に PF3で 1個体. 7月3週目

にPF3で l個体の計3個体が確認されたのみで

あった(図 7)0

2007年度の調査でも個体数は少なく. PF1の

み9月2週目に確認された。

39.ヒメガムシ Sternolophus rufipes 

(図版 5・G)

2008年度の調査では，すべてのハピタットで

生息が確認され，特に PFl， PF2. 温水路1，温

水路 2 において春先，および8 月~1O月にか

けて頻繁に確認された。また，湛水田であった

PF2では，調査開始から落水までの期間におい

ては他のハピタットと比較して多くの個体数がみ

られた(図 7)。

2007年度の調査においても. 8月から採集され

はじめ，個体数が多く，調査終了後にも多くの個

体が確認されていたことから，優占種であったこ

とがわかる。また. 8月から確認され始め. 2007 

年度の調査終了後も確認され続けていた。

マルガムシE科 Hydrobiinae 

40.マメガムシ Regimbartia Zaitzev 

(図版 5・H)

本種は体長 3.5~4mm で，著しく隆起した体

型を持つ小型の草食性甲虫である O セマルガムシ

と似た形態をもち上からみたときに l房のみかん

のようにみえる o 2007年度の結果では本種を誤

同定し，セマルガムシとしていた。 2008年度の

調査において，この種は大量に繁殖しており小川

以外のすべてのハピタットに生息していた。湛水

田である PF2では. 4月4週日から確認されは

じめ，他の水田の水入れと同時に減少が確認さ

れた。それに対して乾田である PFl， PF3では，

水入れ直後から個体数が増えだし，中干し開始ま

で多くの個体が確認できた。特に，排水路では個

体数が多いことから優占種であることが確認でき

る。また，中干し期間中では温水路，排水路にて

個体数の増加が見られた(図 7)。

2007年度の調査においてもすべてのハピタッ

トで確認されていたが，それぞれのハピタットご

とに個体数のピークが表れる時期にズレが生じて

いた。各ハピタットにおけるピークの期間は，排

水路では 8月5週目から 9月 l週目. PF1では

8月 1週目から 9月3週日. PF2では 8月3週目

から 9月1週日とそれぞれのハピタットにおいて

異なっていた。また，他のハピタットと比較して

個体数が著しく低い PF3では. 6月3週日から 7

月 1週目のピークと 8月3週目から 9月1週目の

ピーク 2回が確認された。
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41.ヒラ夕方、ムシ属 Enochrus sp. (図版 6-A)

生態の詳細は不明である。現在，幼虫の特徴と

して，頭部の幅は体幅より狭く，腹部背面に突起

がなく大顎の形は左右不対象であるなどの報告が

あげられている 4)0 2008年度の調査においては乾

田である PFl， PF3で確認され. PF3では. 6月

3週目から 7月4週目の期間において確認され，

PF1では. 6月3週日のみ確認された(図 7)。

42.スジヒラタガムシ属 He/ochares sp. 

(図版 6・B)

本属もヒラタガムシ属同様生態の詳細は不明で

ある O 現在，幼虫の特徴として頭部の幅は体幅よ

り狭く，腹部側面に突起がない，大顎の形はほぼ

左右対象で大きな歯がそれぞれ2つあり，ヒラタ

ガムシ属のものと似ているが大顎の形で同定する

ことが可能である 4)0 2008年度の調査において，

スジヒラタガムシが確認されている。特に PF1

において，水田に水を入れた直後の 6月2週目~

中干し直前の 7月4週日までがもっとも多く観察

された。しかし他のハピタットにおいては季節

的な変動はなく，少数個体が水田.i闘 t路の各ハ

ピタットで確認された(図 7)。

43.ゴマフガムシ Berosus japonicus 

(図版6・C)

体長は 6mm前後。暗黄褐色で頭，体下は黒

色，頭は緑藍光沢を帯び，小点刻を密布する。前

胸背の点刻は中央部ではやや小で密，両側では粗

く，中央と両側に判然の斜横帯状に並列し点刻

を含む条溝をたずさえ，間質は点刻され， きわめ

て細い長毛を疎生する。中胸板中央は縦に板状に

隆起し後端前に歯突起を有する 5)。また，池や水

田で普通に見られ，灯火にもよく飛来する 6)0 7 

月3週目におこなった予備調査において温水路1

で2個体のみ発見された(図 7)0

ゾウムシ科 Curculionidae 

44.イネミズゾウムシ

Lissorhoptrus oryzophilus 

アメリカから侵入した外来種。体長は 3~

3.3mm。比較的新しい害虫で 1976年，愛知県で

はじめて定着が確認された。現在では全国に分布

を広げている。繁殖にはイネが不可欠であり，イ

ネに大きな被害を与える。成虫はイネの葉を，幼

虫は根を食べる。原産地では両性生殖型である

が， 日本に侵入したのは単為生殖型でメスだけで

増える O 普段はイネの根の近くの湿った場所にい

ることが多く，水にもよく潜る。成虫で越冬す

る1)。田んぼピオトープにおいては中干し直前の

7月2週日に PF3にて数個体発見されたがその後

の調査では確認されなかった。

トンボ科 Libellulidae 

45.シオカラトンボ

Outhetrum albistylum speciosum (図版6・D)

2008年度の調査において本種は春先の4月. 5 

月にかけて PF1 と排水路で，夏の 7 月 ~9 月に

かけては PF2.温水路1. 2で確認された。また，

個体数はどの時期でも 10個体を下回っていた

(図 8)。

2007年度の調査において本種は PF1と排水路

においては 8月終盤に確認されはじめた。それに

対し. PF2. PF3のハピタットでは 7月と 8月5

週目 ~9 月 1 週目にかけて個体数のピークが 2 回

確認された。

46.オオシオカラトンボ

Orthetrum triagulare me/ania 

成虫の体長は 52~ 61mm。羽化してまもなく

の体色は雌雄ともに非常に濃い黄色地に黒い模様

だが，オスは成熟すると全身が青くなる。シオカ

ラトンボよりもがっしりとした体型で全体的に色

味が濃い，またシオカラトンボが安定した水域を

好むのに対して本種は不安定な水域でも積極的に

飛び回り，繁殖を行なおうとする。新しいピオ

トープや海岸沿いの小さな水溜り，谷からの湧

き水のj留まりなどに多く見られる 2)。田んぼピオ

トープにおいて本種は 7月4週目の調査でPF1

のみから 6個体発見されたが，成虫は飛期する姿

がよく確認された(図 8)。

47.ウスバキトンボ Pantala flavescens 

成虫の体長は 45~ 52mm。複眼が大きく体色

は薄いオレンジ色，全体に麹は大きいが後麹は特

に大きい。幼虫の成長は早く，そのため水溜りの

ような一時的水域でも生息できる。本種が田んぼ

で特に発生する時期は ちょうどアキアカネが

いっせいに羽化して高地に移動し，田んぼが一時

的に空白になる時期と重なる。おそらく外から飛
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来する本種にとって在来種と競合せずに利用で

きる時期をうまく選んでいるものと思われる 2)。

2008年度の調査においては前述のように，他の

トンボの幼虫がいなくなった時期である 7月に

PF2において本種の幼虫が l個体のみ発見され

た(図 8)。

48.アキアカネ Sympeturm frequents 

成虫の体長は 36~ 43mmの代表的なアカトン

ボ。成熟したオスは腹部のみ赤くなり，顔，胸部

は赤くならない。夏の暑い時期を高い山で過ご

し 9 月末~1O月になると集団で戻ってきて産

卵を行なう。このライフスタイルは稲作のサイク

ルと一致し，メスが産卵すると，卵は休眠して越

冬し翌春に水が入るといっせいに鮮化する 2)0

2008年度の調査においては水入れを行なった 6

月に PF3と温水路にて各 1個体ずつ発見された

(図8)。

49.コノシメトンボ

Sympetrum bacca mtutinum 

成虫は腹長25~ 30mm，後麹長29~ 35mm。

麹端に黒褐色斑のあるアカネの仲間内でもっとも

鮮やかな赤色を呈する。幼虫は体長 17~ 19mm 

頭幅 5mm以内。 淡褐色の地に複雑な濃色斑があ

る典型的なアカネ型のヤゴ。おもに正陵地や低山

地の挺水植物の繁茂する池沼や水田にみられる。

未熟な個体は羽化水域を離れて丘や里山の林に

移って生活し，ノシメトンボに交じってやや高い

樹の梢などに静止していることが多いが，羽化水

域からはるかに遠方の山間でもしばしばその姿に

接することがある。交尾後メスは田んぼの浅い水

溜りや挺水植物や浮葉植物がまばらに生えている

池沼の開放的な水面を連続的に打水して産卵する

が，打泥産卵や水ぎわの草むら上での産卵も観察

されている 7)0 2008年度の調査において本種は 6

月27日の調査時小川で幼虫が l個体発見された

(図 8)。

50.ショウジョウトンボ

Crocothemis servi/ia mariannae 

2008年度の調査では 5月29日に温水路2にお

いて幼虫が2個体発見された(図 8)。

2007年度の調査では本種をアカネ属の一種と

して記載しており細かな個体数は表記されておら

ず，詳細な情報はえられなかった。

51.タイリクアカネ

Sympetrum depressiusculum 

成虫は腹長27~ 30mm，後趨長27~ 33mm。

アキアカネをひと回り大きくしたややがっしり

としたタイプのアカトンボ。麹は未熟なあいだ

は全体に淡い桂黄色を呈する。幼虫は体長 16~

18mm，頭幅は 6mm内外。淡褐色ないし褐色の

地にあまりはっきりしない複雑な濃色斑がある典

型的アカネ型のヤゴ。おもに正陵地や低山地の挺

水植物の繁茂する池沼や水田にみられ，海岸沿い

の汽水がはいる腐植栄養型の沼にも生息する O 交

尾，産卵はアキアカネと似ているが打泥産卵は

ほとんど観察されない 7)0 2008年度の調査では 6

月 12日の調査時に PF2において l個体の幼虫が

発見された(図 8)。

52.ナツアカネ Sympetrum darwinianum 

体長は 35~ 40mm。アキアカネに似ているが

少し小型。成熟したオスは腹部，胸部，頭とすべ

てが濃い赤に染まる。夏の暑い時期には田んぼか

ら姿を消し，周辺の雑木林や丘陵地の森林などに

住処を移す。 9 月末~1O月に主に稲刈り前の田

んぼなどで産卵する。本種の産卵は，空中から稲

の上にバラバラと卵を落としていく打空産卵と呼

ばれるものである 2)0 2008年度の調査では 5月

末~7 月の期間，温水路 1 と排水路において幼虫

がそれぞれ l個体ずつ発見された(図的。

53.ヒメアカネ Symptrum parvulum 

体長は 30~ 35mmで日本最小のアカネ類。成

熟したオスは顔面が白く，マユタテアカネのよう

な斑紋は入らない。腹部は赤く，側面の模様は少

ない。 7 月 ~ll 月に丘陵地の湿地や休耕田にみ

られる 2)0 2008年度の調査では 6月2週目の調査

で温水路2において 2個体が発見された(図 8)。

54.リスアカネ Sym，ρetrum risi risi 

体長は約 40mm前後。麹の先端に焦げ茶色の

斑紋がある O 成熟したオスは腹部のみ赤くなり，

胸部は黄色の地に太い 2本の黒い筋が入る o 7月

~ll 月， li陵地などの池沼や田んぼでみられ，

水位の変わるため池などの岸辺側に産卵する。卵

はそのまま越冬して翌春に水が入ってくると僻化
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する O 水の出入りがコントロールされ，水位の変

動があるような田んぼに多く発生する 2)。田んぼ

ピオトープでは 6月 12日の調査時に温水路2に

おいて幼虫が l個体発見された(図 8)。

イトトンボ科 Coenagrionidae 

55.アオモンイトトンボ俗chnurasenega/ensis 

(図版6・E)

2008年度の調査では，イトトンボ科の種は本

種 l種だけ発見された。しかし個体数は他の種

と比較すると安定して多く 7月2週目から 8月3

週目の中干し期間にかけてj耐え路や排水路などの

恒久的水域でよく確認された(図 8)0

2007年度の調査において本種はすべてのハピ

タットで確認された。 PF3以外のハピタットで

は平均 15個体ほど確認されており，ピーク時期

も7月と 9月の 2回確認されていたが， PF3では

7月2週目と 3週日に数個体ずつしか確認されな

かった。

ヤンマ科 Aeshnidae 

56.ギンヤンマ Anaxparthenope julius 

2008年度の調査において本種は発見されな

かったが予備調査時，温水路でよく確認された。

また，観察中において動物プランクトンを摂餌し

ている姿がみられた。

2007年度の調査においても本種の個体数は少

なく，排水路と PF1において確認された。排水

路では 7月4週目から 9月3週目までの期間数個

体ずつではあるが継続的に確認されたのに対し，

PF1においては 9月2週日に 3個体確認されたの

みであった。

57.クロスジギンヤンマ

Anax nigro抱sciatusnigrofasciatus (図版6-F)

成虫の体長は， 72 ~ 83mm。本種はギンヤン

マに似ているが，胸部の側面に明瞭な黒い筋があ

るので区別できる O 本来 ギンヤンマにくらべて

個体数は少ないのだが，ピオトープなどの目視で

は常連となっているため， どこにでもいる種と思

われがちである。しかし それは本種が決まった

水辺などに固執せず，遠くまで飛来して繁殖を行

なう性質があるのと，ピオトープのような小規模

な水域を好むからである 2)0 2008年度の調査にお

いて調査時は発見されなかったが予備調査時，温

水路 1において幼虫が発見された。

コカゲロウ科 Baetidae 

58.フタバカゲロウ C/oeon dipterum 

体長はlOmm前後。体型は腹節部が細長く流

線型で肢は細長い。複眼は頭部の側面にある。尾

は 3 本。 4 月 ~ll 月頃までに年に数回発生する。

カゲロウ類の幼虫は水中に生息し珪藻類などを食

べる。成虫は羽化後，何も食べずに交尾と産卵を

行ない，短い命を終える。様々な止水環境でみる

ことができ，田んぼで大発生することもある 2)。

田んぼピオトープでは 9月の調査時に温水路1，

j副 t路2から数個体の幼虫が確認された(図 9)0

59.コカゲロウ属の一種 Baetis sp. (図版6-G)

一般的な生態は，他のカゲロウと近いとされて

いるが，詳細は不明である。 2008年度の調査に

おいて， 6月の水入れ後から PF3，温水路2，小

川を除くハピタットで確認されはじめた。 7月に

は少し遅れて温水路 1でも採集されはじめた。 8

月には中干し後の排水路や温水路などの藻類が繁

茂している場所で著しい増加がみられた。また，

この時期から温水路2でも確認されるようになっ

た(図的。

カワカゲロウ科 Potamanthidae 
60.キイロカワカゲ、口ウ

Potamanthodes kamonis 

幼虫は体長 8~ lOmm。黄緑色で緑褐色の斑紋

をもっ。偲は 6対， 2~7 腹節の側方につき各偲

葉は同形，披針形で羽毛状に細裂している。尾は

3本，いずれも両側に細毛を帯びている。河川の

流れのあまり激しくない区域の石下に多く，初夏

から中夏にわたって羽化する 8)0 2008年度の調査

では 6月5日にj副く路1で幼虫 1個体が発見され

たのみである(図 9)0

ガガンボ科 Tipulidae 

61.キリウジガガンボ Tipula aino 

成虫の体長は 15~ 18mm。麹長は約 20mmの

大型のガガンボ。姿はカに似ているが吸血するこ

とはない。田んぼをはじめ湿地，池沼，河川の

淀みなどに生息する O 幼虫は全長 30~ 40mmほ

どで，底泥に潜って生活する。幼虫はイネの根

を食害することから， I切り岨」と呼ばれ，害虫
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として有名である 2)0 2008年度の調査では PFl，

PF2， PF3の水田で6月-7月にかけて平均2個

体ずつ確認された(図 10)。

ヤチバ工科 Sciomyzidae 

62.ヒゲナガヤチパエ Sepedon sphegeus 

(図版6・H)

ヤチパエ科でもっともポピュラーな種で水田，

池沼などの水辺で確認される。しかし本種の生

活史や生態は不明である 9)0 2008年度の調査で

は調査時では確認できなかったが， 6月に行なっ

た予備調査においてj闘 t路 2で 1個体のみ確認さ

れた(図 10)。

プランクトン調査結果

2008年度では 2007年度の調査に加えプラン

クトンの定量調査を各ハピタット (PF1. PF2・

PF3'温水路 1.温水路2・排水路・小)11) にお

いて行なった。以下は今回確認されたプランクト

ンの詳細を記す。

植物プランクトン

63.メリスモペディア属 Merismophedia sp. 

本属の細胞は球形~楕円形。多くの細胞が縦横

に規則正しく，ほぼ正方形の形で板状，平板上に

並んでいる 10)。

64.アナベナ属 Anabaenasp. 

本属の細胞は球形または樽型で，細胞内には灰

色や藍青色の頼粒や偽空胞(ガス胞)をもつもの

が多い。糸状体は，まっすぐなもの，半円形に湾

曲するもの，螺旋状に巻くものなどさまざまな形

態がある 10)。

65.ジュウジケイソウ属 Stauroneis sp. 

本種は十字型の模様がはっきりとみえる，殻は

ひし形のものが多い。すべるように動く。色は黄

~黄緑色である 10)。

66.ヒシガタケイソウ属 Frusutulia sp. 

本種の形はひし形，長楕円形などで，ほとんど

動かない。葉緑体は 2枚で真ん中付近まであり，

色は黄~黄緑色。筒の中に入っていて帯状や一列

の群体をつくる種もあります 10)。

67.ハネケイソウ属 Pinnularia sp. 

本種の形は，棒状，長楕円形などで，先端は丸

くなっている特徴がある。殻にうねったような縦

の溝があり，かなり活発にすべるように動く。横

からみると長方形に見える。黄~黄緑色で，帯状

につながることもある。フナガタケイソウ属の仲

間のなかで，特に大型の種類は本属種に含まれ

る10)。

68.7ナガタケイソウ属 Navicula sp. 

本属の形はひし形。かなり活発にすべるように

動く。葉緑体が殻面の側縁にそって 2個あるのが

特徴である。小型のものが多く，色は黄~黄褐

色 10)。

69.クサピケイソウ属 Gomphonema sp. 

本属の形はくさび形で，下の方が細くなってい

る。柄で石などに付着して群体をつくることが多

く，単独で生活するものは，かなり活発にすべる

ように動く O 小型のものが多い属である 10)。

70.工スガタケイソウ属 Gyrosigma sp. 

本属の形は S字型曲がっており，かなり活発

にすべるように動く O フナガタケイソウの仲間の

中では，大形の種類が多い属である 10)。

71.ササノハケイソウ属 Nitzchia sp. 

本属の細胞は単独のものが多いが，群体をつく

るものもいる。細胞の形は棒状のものが多く， s 
字型に曲がるものもいる。葉緑体は長軸方向を二

分にするように分かれ，長軸方向にすべるように

動く 10)。

72.コバンケイソウ属 Surirella sp. 

本属の細胞の殻は舟形，楕円形，卵形とさまざ

まにある。帯面はくさび形をしているものが多

く，まれに転がりながらすべるように動く 10)。

73.ファクス属 Phacus sp. 

本属は湖沼や水田で確認できる。細胞はうちわ

の形をしており，前は丸く後ろは急に細くなって

いる。体を回転させながら鞭毛で動く 10)。

74.トラケロモナス属 Trachelomonas sp. 

本属は湖沼のプランクトンとしてよく見られる
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が，小さいのでみつけることは難しく O 細胞は殻

の中に入っている 10)。

ペディアス卜ルム属 Pediastrum 

75.サメハダクンショウモ

Pediastrum boryanum 

本種は 2本の角と細胞表面にはつぶつぶがあ

り，細胞聞の隙聞がほとんどないのが特徴 10)。

76.セネデスムス属 Scenedesmus Sp. 

本属の細胞の形は，楕円形，三日月形などさま

ざまな形があり. 4個または 8個の細胞が接して

並んだ群体をつくることから. Iイカダモ」と呼

ばれている。細胞にはトゲやイボがあることがあ

り，細胞は 1個の葉緑体をもっ。大増殖すると青

臭いにおいの発生を起こし水を緑色に変える。非

常に多くの種類がいる 10)。

77.アミミド口属 Hydrodictyon Sp. 

本属の大きな群体は 1000細胞以上の集合体で，

大繁殖すると械替をしいたようになる。若い細胞

では葉緑体は帯状である。分布は広く日本全国で

みられる 10)。

78.サヤミド口属 Oedogonium Sp. 

本属の細胞は円筒形で細胞が l列につらなり，

糸のような群体を作る。細胞は上端が少し太くな

り，この部分を 2重. 3重に細い線が横に走って

おり，体のところどころに球形のふくらみができ

ることがある。また，葉緑体の形状は網目のよう

になっている 10)。

79.アオミド口属 Spirogyra Sp. 

細胞は円筒形で糸のようにつながった群体。細

胞内にはリボン状の葉緑体が螺旋状に巻いている

のが特徴 10)。

80.クロステリウム属 Closterium Sp. 

本属の細胞は細長く三日月形または弓形に湾曲

しており，その形から「ミカヅキモ」と呼ばれて

いる。中央はくびれがなく，両端に向かつて次第

に細くなっている。葉緑体は細胞の中央を境に上

下 l個ずつあり，葉緑体の形は種類によってさま

ざまである。ピレノレイド(葉緑体の中で丸くみ

えるもの)が中心線に沿って数個並んで、いるが，

不規則に並んでいるものも多くいる。夏季には水

の華をつくることがあり 大量に発生すると水が

生臭くなる 10)。

81.コスマリウム属 Cosmarium Sp. 

本種の細胞は中央で深くくぴれ，上下2つの半

細胞に区切られている。細胞の高さは幅よりもや

や長く，上からみると平たくなっており，横から

みると，半円形，楕円形，台形，四辺形などの形

をしている。中には中央がふくれているものがお

り，鼓のように見えるので「ツヅミモ」と呼ばれ

ている O また本属種の細胞はすべて単独で，群体

はつくらない 10)。

動物プランクトン

ツボワムシ属 Brachionus 

82.アカツボワムシ 8rachionus rubens 

本種の大きさは 150~ 250μm。殻の形は，長

さが幅よりもわずかに長く，楕円形で前後に腕が

あり，前の疎が6本で外から数えた 2番目の臓が

左右共に内側に向いているようにみえるのが特徴

である 10)。

83.オケワムシ属 Platyias sp. 

本属は文献によって「ネコワムシ属Jとなって

いる場合もある。殻の形が，円形の種類と，五角

形の種類があり，本属種のオケワムシをツボワム

シ属に含めることもある。まだ詳細に位置づけさ

れていない属である 10)。

84.タマミジンコ属 Moina sp. 

本属の形は卵形で，左右にも厚みがあることか

ら命名された。紅腕に，二股の叉状刺があること

が特徴である 10)o

85.ゾウミジンコ属 80smina sp. 

本属はゾウミジンコの仲間の中でもっとも数が

多い属種である O 体長はおよそ 0.5μmで第 1触

覚の根元が分かれているのが特徴である 10)。

種多様度指数(図 11) 

本研究における種多様度指数は全体的に高い値

であった。各ハピタットの季節的変化をみてみ

ると，水田では PF2が平均的に高い数値を示し

ており，水入れ後徐々に数値が上昇した。 PFl，
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PF3は共に水入れ後急激に上昇しており，高い

ときには 3付近まで上がっている。また，全体的

に中干し後には数値が一時的に 2付近にまで高ま

る傾向があるが， PF3ではそれほど数値は上昇

しなかった。

温水路では安定して 2付近の値を示した。;耐え

路 1よりもj昆水路2の方が調査初期から数値が高

かったが，中干し期間中には少しパラつきがみら

れた。

小川は水入れの時期から数値が高くなった。水

が枯れることがあったが，ほほ一定の値を示して

おり，中干し後，徐々に低くなっていった。

排水路は徐々に高くなる傾向がみられた。水田

と比較して高い値を示し，高いときで7付近，低

いときでも 4程度であった。中干し後少しずつ低

下していった。

考察

環境的要因(図 12ー図 16)

各ハピタット別の水質をみてみると，小川以外

のすべてのハピタットの DO値が目立って大き

くばらついている O これは植物の光合成によるも

のだと考えられる。基本的に調査をする時間帯が

昼の 2時過ぎであり，夏季のこの時間帯は植物の

光合成が一日の中でもっとも活発になる時間帯で

ある。そのため，光合成により産出した酸素が水

に溶け DO値の増加につながったと考えられる。

CODでは PFl， PF2， PF3では数値が安定し

ているのに対して他のハピタットでは安定せず，

ぱらぱらな値を示している。これに対して EC

はまったく逆を示している。これは PFl， PF2， 

PF3の各ハピタットは水田といった流れがほぼ

なく水の循環が他のハピタットにくらべて少ない

ため各ハピタット内で有機物が分解されきれずに

常に分解をするための酸素を植物が要求した結

果，数値が一定化したものと思われる。

NH4， P04はすべてのハピタットにおいて安定

して低い数値を示している。しかし，植物が育

つための主要元素である P，Nの数値が一定して

Oに近い数値でも田んぼピオトープにおける植物

はかなり繁茂していた。また 6月5日の調査時，

PFl， PF2では NH4の過剰な数値が測定され，

翌週6月 12日の調査でも小川，排水路でNH4の

数値がやや他の時とくらべて上昇したことから

PFl， PF2で吸収しきれなかった NH4が流出し

たと思われる。最後に pHは小川を除きすべての

ハピタットにおいて高い数値を示し，特にj耐え路

1では年聞を通して平均 10付近と強アルカリ性

を示した。他のハピタットでも 8付近と弱アルカ

リ性を示していた。 pHやアルカリ度は水中の炭

酸条件を示しており，実際に値を規定しているの

は全炭酸量や炭酸の存在形態である。また，沈水

植物や植物プランクトンが繁茂すると光合成時の

炭酸源の取り込みによって晴天時には極端にあが

ることが知られている 11)。つまり， pHは水中の

植物が光合成をしていればおのずと高くなるもの

なのでこれらの高数値は自然界ではよくあること

であると考えられる O また小川がすべての値にお

いて安定しているのは地下水を直接利用している

からだと考えられる。

生物的要因

魚類(図 2)

各ハピタット別に見てみると恒久的水域である

排水路において，種数，個体数ともにもっとも多

く確認することができた。特にメダカは排水路で

しか確認できなかった(図 26-A)。これはメダカ

が遊泳性の魚類 12)であり，ある程度の水深を必

要としていることによるものであると考えられ

る。さらに卵を保持している個体も発見されたの

でメダカは水田よりも水田の周辺環境である排水

路を繁殖の場として用いていた。しかし田んぼ

ピオトープの周辺ではあまり確認されなかったこ

とからメダカは一定以上の水深があり，田んぼピ

オトープの排水路のように速い流れがない場所を

好むと考えられる。

ドジョウ，タウナギは排水路よりも水田やj副く

路で確認された。これはドジョウが産卵，成熟場

所として水田を利用しているからであり 13) タ

ウナギは水田内にトンネルを掘って生息している

ためだと考えられる 14)0 PFlでは 1個体ずつの

ドジョウとタウナギが確認された(図 17-A)。ま

たドジョウは 5月，タウナギは 7月のどちらも水

がない状態のときに発見された。これは，タウナ

ギはほぼ完全に空気呼吸を行ない， ドジョウも環

境が悪化すると腸呼吸に切りかえるため，両種と

も十分な水がなくても一定以上の湿り気があれば

生きることが可能で、ある O そのため，水分が少な

い冬期の水田において生き残ることができ， ド
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ジョウは越冬した個体，タウナギは水田に水を入

れたときに他のハピタットから侵入してきたもの

と思われる。

PF2. PF3ではタウナギは確認できず， ドジョ

ウのみ確認された(図 20-A，図 23-A)。また，

確認された中には成魚稚魚が入り混じっていた

ことからドジョウは田んぼピオトープで繁殖して

いると考えられる。

j財 t路 1ではドジョウとタウナギが確認された

が温水路2ではタウナギのみしか確認されず(図

32-A，図 35-A).タウナギの卵が陸生の植物の根

に絡まるような形状で発見された。その後の調査

では排水路においてタウナギの稚魚が発見され

た。これらのことからタウナギは水田よりも安定

して水が存在し植物がより繁茂している温水路

のような場所に産卵し成熟するときには水田に侵

入し穴を掘り生活していると考えられる。このこ

とからドジョウだけでなくタウナギも水田と温オt

路で繁殖していることがわかった。

両生類(図 3)

両生類は 5月3週日の調査からオタマジャクシ

が出現し始めた。 PF1では. 5 月 ~7 月にかけて

オタマジャクシが他のハビタットとくらべて多く

確認され. 7月にはヌマガエルが多く採集された

ことから，オタマジャクシが成長したものと考え

られる(図 17-B)。それ以降は，採集はされてい

ないが多くの個体を目視にて確認している。ま

た，観察中プランクトン類を摂餌している姿が確

認できた。これは PF1でオタマジャクシが多く

確認することができたのは餌と考えられる珪藻類

が多く出現していたためだと思われる(図 40)。

次に1耐え路 lと排水路で5月4週目の調査のみで

多く確認された。しかしその後温水路1，排水

路どちらのハピタットでもオタマジャクシが確認

されず. PF1の5月5週目の個体数が多く確認さ

れていることから財く路 lの個体は珪藻類が多

く繁茂していた PF1に移動したと思われる。し

かし排水路の個体は体の構造上. PF1への遡上

は困難である O そのため アメリカザリガニやヤ

ゴなどの捕食圧によって徐々に減少した， もしく

は調査前日に天候は雨であったため雨で流されて

しまったと考えられる。さらに. PF1ではトノ

サマガエルの卵塊が発見されたが2. 3日で消え，

代わりに鳥の足跡が残っていたことから捕食さ

れたと考えられる。一方，分散するように多くの

卵を産卵するヌマガエルは，その後すべてのハピ

タットで多く確認されている。このことから，カ

エルは産卵形態によって生存率が大きくかわるこ

とが示唆された。オタマジャクシは PF2.PF3で

は少数個体が確認され，小川闘え路2では確認

できなかったことから(図 3).ヌマガエルは産卵

時，乾田を選択し幼少期は水深が浅く，流れが

少ない珪藻類が繁茂している環境を好むと考えら

れる O

ニホンアマガエルは少数の個体しか確認でき

ず，オタマジャクシが確認されなかったことから

他の地域から移動してきたものと思われる。

貝類・甲殻類(図 4・図 5)

排水路においてアメリカザリガニの個体数

はピークで 150個体を超えるときもあり(図

26-C) .排水路の優占種と考えられる。また 5月

の調査では成体は採集されず生まれたばかりと思

われる幼体しか確認されなかった。幼体は小さい

ため採集が困難で網の聞をすり抜け実際に存在す

る個体数とはまったく違った結果になってしまっ

たと思われる。実際にはもっと多くの個体数で

あったと思われる。次にカワニナだが. 5月3週

目に一時的にその個体数を大きく減少させた。こ

れは排水路によりよい循環をはかるために PF3

側に地下水をくみ上げるポンプを設置したときに

おこった。これによって今まで水生植物が繁茂し

濁っていた水も肉眼で水底が見えるまできれいに

なった。しかしポンプ設置時，小川に鉄サピが

流れ，水流も増加したため環境が変化し，比較的

きれいな水を好むカワニナは忌避したため採集が

できなかったと考えられる。

また，数は少なかったがサカマキガイ，ヒメモ

ノアラガイも確認できた。これは藻類に絡まって

生息し，排水路やI副 t路のような水深が他のハピ

タットにくらべて深い場所では水底での生息は確

認できなかった。つまり，本ピオトーブPにおいて

サカマキガイとヒメモノアラガイは両種とも藻類

を食べることが知られているのでこの両種は藻類

を繁殖場もしくは食料として利用していると考え

られる。これは本ピオトープにおいて珪藻類が繁

茂しているので利用しやすい状況であったためと

考えられる。

温水路1， PFl， PF2ではアメリカザリガニは
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調査開始時点ではさほど個体数は多くなく，逆に

サカマキガイの個体数が多かった(図 4，図 5)。

しかし季節が変わるとともにサカマキガイの個

体数は減少しアメリカザリガニの個体数は増加

する傾向が見られた。これはアメリカザリガニが

サカマキガイより生態的地位が高いためと考えら

れた。

これに対し温水路2では両種がともに増加する

傾向を示しているが(図 35，図 36)，これはアメ

リカザリガニが生まれたばかりの幼体であるため

捕食圧などの影響が少なかったためと示唆され

る。さらにスジエピ， ヨコエピが発見されている

が季節的変動もなく個体数もわずかしか確認され

ていなかった。これは，本ピオトープは造成から

まだわずか2年目なので，現段階では定着してい

ないと考えられるが， 2009年度以降の調査で増

加する可能性が示唆された。

PF3ではサカマキガイとヒメモノアラガイが

6月の調査時には同程度の個体数を示していたが

7月に入ると徐々にヒメモノアラガイが減少する

一方，サカマキガイが増加する傾向が確認できた

(図 24-A)。さらに 6月の調査の段階ではアメリ

カザリガニはヒメモノアラガイと同じような傾向

が見られたが， 8月は一変してサカマキガイと同

じような個体数の傾向が確認できた。つまり，ヒ

メモノアラガイは中干し期間中に全個体消えてし

まった。これはヒメモノアラガイの生態に関する

仮説としてはサカマキガイ，アメリカザリガニよ

りも生態的に地位が低いため徐々に数が捕食圧に

より減っていったもしくは他の地域に移動したと

示唆される O

小川ではカワニナが多く確認されている(図

30-A)。これはカワニナが流水域を好むので、小川

が生育に適しているためだと考えられた。

半姐目(図6)

すべてのハピタットにおいて半麹目類の個体数

は多く，特にコミズムシとチピミズムシの数が圧

倒的に多く優先種であった。これら両種は排水路

でピーク時 500個体を上回る個体数が確認できた

(図 27-B)。これは排水路が他のハピタットと比

較して恒久的水域であり，アオミドロなどの藻類

が繁茂していたことからコミズムシ，チピミズム

シの両種は特にこのような環境を好むと考えられ

る。実際半麹目の水生昆虫で藻類や落ち葉など

を住処として利用している種もいることから両種

は排水路で多く確認されたと考えられる 2)。

5月の調査時にヒメアメンボが湛水田である

PF2で多く確認されており(図 21-B)，他のハピ

タットのヒメアメンボが 5 月 ~6 月にかけて減少

し 6月の調査では排水路で個体数が多く確認さ

れた。ヒメアメンボは夏場休眠するため 15)水田

から移動することが知られており，他の地域に移

動するために排水路に集まってきたものと示唆さ

れた。

PFl， PF2の両ハピタットは温水路をもっ水田

である O この両ハピタットではチピミズムシが

多く確認された(図 18-B，図 21-B)0 PF1と温

水路 1では，まず，温水路 1の個体数が増加し

ピークをこえて減少が始まるとほぼ同時に PF1

での個体数が増加し始めた(図 18-B，図 33-B)。

PF2，温水路2も同様の傾向を示した(図 21-B，

図36-B)，さらに 4 月 ~5 月にみつかったチピミ

ズムシは幼令の個体も多く確認されたことから，

チピミズムシは，成熟するまで温水路で過ごし

成熟したら水田や排水路などの違う環境へ移動す

ると示唆された。また，水田の中干し期間中に温

水路や排水路での個体数が増加したのは水のある

場所へと移動したためと考えられた。

PF1ではケシカタピロアメンボが多く発生し

ていた(図 18-B)。これは PF2，排水路，小川以

外で水入れの直後から確認され始めた。 PF2や

排水路では確認されず¥PF3では少数個体確認

されたことから，ケシカタピロアメンボはもとも

と各ハピタットにて冬眠していた個体が水入れを

行なった結果，活動を始めたと考えられた。特に

PF1での個体数が多かったのは， PF1は乾田で

温水路の温かい水を水田に供給していたためだと

思われる。 PF2でも同様の傾向が見られたが(図

21-B) ， PF2が湛水田であったため，水入れの刺

激がなく，中干し時に広く分布していた個体がよ

り安定した水域であるj副 t路に移動したと考えら

れる。

小川で多く確認されたのはコミズムシであっ

た。そのため，他の半麹目とくらべてコミズムシ

は他のハピタットよりも 16~ 18tと低温の環境

でも生息することが可能であると考えられ，この

ことから，幅広い生息域をもっと示唆される O ま

た， どのハピタットでも 9月に入ると個体数が激

減していることから越冬のため，他の地域に移動
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したと考えられた。

甲虫目(図 7)

すべてのハピタットで多く確認できたのはマメ

ガムシとヒメガムシである O 排水路ではマメガム

シがもっとも多く確認され(図27-C)，調査開始

から水入れ前まで多く確認されたが水入れ後に

は，個体数は激減し， 7月4週日までほとんど確

認されなかった。これは 5月2週目にポンプを排

水路に設置したことで水の循環力があがり，足場

として利用している珪藻類が流されたためと考え

られる。また，湛水田である PF2をはじめ，温

水路1.温水路2で両種の個体数が増えているこ

とは両種が忌避行動をとったものと思われる。次

に7月5週日に中干しを開始し，水田の個体が減

少するにつれ排水路の個体数が増加した。このこ

とから，水田内にいた個体が安定した水域である

排水路に移動してきたためと考えられる。チピゲ

ンゴロウは中干し期間前，一時的に確認されてお

り，中干し開始後いなくなった。これは中干し開

始時期が田んぼピオトープでは周辺の水田と比較

して遅かったため，他の地域から忌避してきたた

めと考えられる。 PF2，温水路2では調査開始か

ら6月3週目にかけてマメガムシが多く確認され

ていたが6月2週目に水入れをしてから個体数

は激減し， 3週目にはみられなくなっていた(図

21-C，図36-C)。その後，中干し開始まで温水路

ではマメガムシが確認できなかった。これはその

間， PF1でのマメガムシの個体数が増加している

ことから PF1へ移動したためと考えられる。乾

田であった PF1では水入れを行なった直後に生

物が移動してきている傾向があり，それらの餌生

物であるプランクトン量が増加したためではない

かと考えられる。

PFl， PF3では水入れまでそれほど生物は確認

されなかったが(図 18-C 図24.C)，水入れ直後

では劇的に増加した。そのなかでもマメガムシと

ヒメガムシが多く確認された。また， PF1ではス

ジヒラタガムシ属の個体が確認され，幼虫も発見

されていることから，マメガムシ，ヒメガムシ同

様，田んぼピオトープで繁殖していると考えられ

る。

小川ではヒメガムシが8月2週日から 9月4週

日にかけて確認された(図 30-C)。このとき，排

水路や温水路の水温が40t付近を示しており，

ヒメガムシは忌避行動をとったと示唆される。つ

まり， ヒメガムシは甲虫のなかで 16~ 18tの水

温，流水域に適応できる種であることが考えられ

る。

トンボ目(図 8)

トンボ目は多くの種が確認されたが，個体数が

少なく調査していた時点において，定着している

と思われる種は少ない結果になった(図8)0 PF1 

ではオオシオカラトンボのヤゴとシオカラトンボ

のヤゴが確認された(図 19-A)。両種は一般的な

種として認識されており成虫も確認されたことか

ら田んぼピオトープで繁殖していると考えられ

る。

PF2ではシオカラトンボ，タイリクアカネカ宝

1個体ずつ発見された(図22-A)。またタイリ

クアカネは PF2のみで l個体のみ確認されただ

けである o /Jサ11ではアオモンイトトンボ，コノシ

メトンボが 1個体ずつ確認され，コノシメトンボ

は小川のみで l個体確認されたので2008年度の

調査時点においては定着している状態ではないと

考えられる(図 31-A)oPF3ではアキアカネが l

個体のみ発見された(図25-A)。これも PF3の

みで l個体のみ確認されただけなので， 2008年

度の調査時点では定着はしていないと考えられ

る。排水路ではシオカラトンボ，アオモンイト

トンボに加え，ナツアカネが1個体確認された。

これらの種も個体数が少ないことから 2008年度

の調査時点では定着はしていないと考えられる

(図28-A)。温水路2ではアキアカネ， リスアカ

ネ，ヒメアカネの 3種が1個体ずつ確認され，こ

れらの種も個体数が少ない点から 2008年度の調

査時点では定着はしていないと考えられる(図

37-A) 0 

アオモンイトトンボ，シオカラトンボが田んぼ

ピオトープでは主にみかけるトンボである。アオ

モンイトトンボは 7 月 ~8 月に確認されているこ

とから秋に羽化する種であると考えられる。シオ

カラトンボは基本的に 4 月 ~5 月に確認されてお

り副t路 2 では 8 月 ~9 月にかけて確認されて

いることからシオカラトンボの繁殖期は 2回ある

と考えられる O また， トンボ自の全体的な特徴と

して長期間継続して確認される個体がなく，ヤゴ

は1週間で消えているものがほとんどであること

から，幼虫から成虫へ羽化する期間は 1~2 週間
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であると考えられる O

カゲロウ目(図 9)

PF1. PF2でとれたカゲロウの個体数はどちら

も低いので繁殖はしていないと考えられる(図

19-B. 図22-B)。また，排水路で確認された個体

数は低く時期もばらばらであったが. 8月に行

なった予備調査ではカゲロウが大量に珪藻類にか

らまった形で発見されたことから排水路のような

恒久的水域でも繁殖が可能であり，珪藻類を利用

して生息している可能性が示唆された。これらの

ことから，温水路1.温水路2.排水路で比較的

多く確認され，水深が浅い PF1.PF2では少な

い。また，制t路がなく 珪藻類が繁茂しておら

ず，水深が浅い PF3と水の流れが速い小川では

確認されなかったことから，田んぼピオトープで

発見されたカゲロウは水深があり，止水域である

環境を好むと考えられる O

温水路 1では l個体のみキイロカワカゲロウが

確認されたが，流水域を好むので 16) 止水域が

多い田んぼピオトープでは定着はしていないと考

えられる。

双題目(図 10)

双麹目は PFl， PF2. PF3の水田ハピタットで

発見されている(図 10)。これは幼虫の呼吸器が

尾部に付いているので呼吸のために呼吸器を水面

に出さなければならないことと泳ぐことができな

いことに起因している O つまり水深が一定以上あ

るところでは呼吸ができないので生息することが

できず，腐植物を好んで食べるので，平野部にあ

る田んぼピオトープでの繁殖は難しいと考えられ

る。そのため，今後個体数の減少が予想される。

糸状藻類と生物との相関関係

2007年度の調査でアオミドロ類が多く繁茂し

たPF1において，水生生物も多く採集されたこ

とから，藻類と水生見虫の関係性を明らかにする

ことが課題としてあげられている O 実際，生態系

という観点からみれば藻類は生産者という欠かせ

ない存在であり，またその立体的な構造からも生

物のすみか及び隠れ場としても利用されていると

考えられる。通常の調査でもコミズムシやチピミ

ズムシが藻につかまって浮いている姿が観察され

ていた。本研究は同じ水系の中での被覆率の異な

る3区において，水生生物の発生消長を調査し

依存の度合いを解明することを目的とした。

調査地(図 39)

すべての調査は田んぼピオトープの排水路内で

行なった。この排水路は前述のようにコの字のよ

うに田んぼピオトープを囲んで、おり(図1).底

はコンクリートの上に泥が堆積している。また，

排水路の起点に当たる PF3側にはくみ上げた地

下水を流下するパイプがあるため，排水路には緩

やかながら常に一定の流れがある O 今回は排水路

のPF1側を St.l，池側を St.2.PF3側を St.3と

それぞれ区切ることにした。

3区画は少しずつ異なっており.St.1は道路に

面しているため片側の壁面が垂直のコンクリート

となり，また排水路の下流であるためもっとも多

量の藻類が観察されている。 St.2は民家との聞に

士が盛られているため植物が繁茂しており，また

民家に植えられている樹木によって日中でも日陰

が多くなっている。 St.3は汲み上げた地下水を流

下するパイプがあるため藻類は流され， 目視によ

る観察はできなかった。ただし地下水は 7月 12

日-8月4日の間，ポンプの故障のため停止して

いた。

本調査は 3区画の中で St.lを中心として 7月24

日-9月18日の聞に週一回. 14時頃に行なった。

調査方法については，調査区が毎回変動するた

め，まず50cmX 50cmの枠をlOcmごとに区切

り. 25分割したボードを用意しそれを藻類に

重ねることで被覆率を測定した。

そのとき，枠を鳥服して. 1マス内がすべて藻

類で覆われているならば1.すべてではないが少

しでも入っているならば0.5. まったくみられな

いならばOとして枠全体での割合を計算する。そ

れによって 100%. 50%. 0%を選定し，その区画

内の藻類を通常調査と同じ稚魚ネットを用いてす

くい取った。

結果(図 39)

調査の結果. 3つの調査区において 4門 6綱 11

目16科21種のべ 1239個体の水生生物が確認さ

れた。

調査区別に見ると被覆率が0%の区域では 8

種 409個体. 50%では 15種 452個体. 100%で

は15種 378個体だった。よって種数では 50%と
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100%， 2つの区域が同数で多く， 0%でもっとも

少なかった。さらに個体数では 50%がもっとも

多く，次に 0%，100%と続いた。

また生物多様度指数H'を求めると 0%では

0.603 ~ 1.746の値となり平均値1.188，同様に

50%では 0.638~ 2.18で平均値1.515，100%では

0.973 ~ 2.614で平均値1.899となり，最大値，最

小値，平均値のすべてで 100%がもっとも高く，

次に 50%，0%と続いた。

以上のように同じ水路，同じ面積であっても，

被覆率によって採集される種数や多様度指数が異

なることがわかった。

それぞれの調査区での優占種はいずれも個体数

の多い順でチビミズムシ，コミズムシ，アメリカ

ザリガニとなっており，特に 0%では全体の 9.8

割を占め，他の種はほとんど確認されなかった。

また 50%ではコマツモムシが， 100%ではサカマ

キガイ，ヒメガムシ，マメガムシが他の調査区に

くらべて多くみられた。

考察

優占種の各調査区における特徴

まず，チピミズムシであるが本種は被覆率が

0%の区域においてもっとも多くの個体数が確認

され，特に 8 月 l 週目 ~8 月 3 週日に 9.2 割に当

たる個体が確認されている O また 50%，100%で

も同時期に個体数が増加している(図 39)。これ

は8月4日の地下水ポンプの修理によって，排

水路上流の地下水の流入が再開され，下流であ

るSt.1まで個体が流されてきたためと考えられ

る(表1)。ただし 8月 1週日の 100%では 1個

体のみしか確認されておらず(図 39)，これは 7

月26日からの中干しとその後にポンプが修理さ

れたことから水田内の栄養塩が排水路へと流下

しさらに最下流である St.1まで流れ，チピミ

ズムシに何らかの影響があったと考えられる O 実

際に中干し後の P04は通常よりもやや高い値を

示していた(図 12，図 13)。また 8月2週日にお

いて， 0%では個体数が急減， 50%， 100% 2つの

区域では増加しているが詳しくは解らなかった。

その後， 8月29日以降の調査ではチピミズムシ

の個体数は 0%よりも 50%，100%において，多

くなり，特に 50%の区域では多くの個体が確認

された(図 39)。

チピミズムシを含むミズムシ類はプランクトン

などの微生物，有機懸濁物，糸状藻類を吸汁し

体がすぐに浮いてしまうため水生植物や石につか

まる事が知られ，本調査でもアオミドロに捕まる

姿が何度か観察されている。また，体が小さく他

の水生生物の餌になることが多々あると思われた

が， 50%において多く定着していた。このことか

ら，アオミドロをはじめとする藻類は 50%の被

覆率でチピミズムシにとっての餌場，すみか，そ

して隠れ場としての役割をもっと考えられる。

コミズムシはチピミズムシの 2倍ほどの体長

で，ほぼ似たような生態をもっていると考えられ

たが，調査結果ではチピミズムシの個体数変動と

の差異が認められた。特に 7 月 4 週目 ~8 月 4 週

目の変動をみると，多くの場合「コミズムシが増

加もしくは減少後，逆にチピミズムシが遅れて減

少もしくは増加する」という傾向がいくつか確認

された。これはコミズムシはチピミズムシと何ら

かの相互関係にあると考えられ，また先にコミズ

ムシの個体数が変動していることから，生態的地

位はコミズムシの方が高いと思われる。そして

0%においては両生物聞に大きな個体数変動の差

異がないことから，コミズムシは生息地として藻

類のある場所を好んでおり，そのために競争が生

じていると考えられる。また 7月5週日では通常

調査とともに各調査区においてコミズムシの個体

数が大きく減少しているのが確認されたが，これ

は前述のチピミズムシと同じように中干しによっ

てP04の値が高くなり，またポンプの修理前で

あったことから排水路全体でコミズムシに何らか

の影響があったと考えられる。

アメリカザリガニは 50%において多くの個体

が確認されたが，どの調査区においても (8月末

からの繁殖を除いて)急な個体数の変動は認めら

れず，ほほ毎回の調査で数個体が確認された。ア

メリカザリガニは雑食性であり，水田の水生生

物における高次消費者であることが知られてお

り，今回の結果もより多くの動物性，植物性の餌

のえられる 50%を選択し生息しているものと

考えられる。体長別に見るとlOcm前後の大きな

個体が50%，100%でのみ確認された。これは鳥

類という高次の消費者から隠れるため，食料だけ

ではなく，隠れ場としても利用していると考えら

れる。実際，サギ類の飛来が何度も確認されてお

り，また調査中にも陸に揚げた個体が鳥に食べら
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れる様子も見られた。

各調査区別の特徴

被覆率が0%の区域では優占種である 3種の他

に特徴的な種は確認されなかった。また，多様度

指数もあまり高くなく， 8 月 2 週目と 4 週目 ~6

週目に lを超えていたが，前者は前述のようにチ

ピミズムシが急減した。加えて，水底を這うカワ

ニナや泥中を好むドジョウが採集されたため，後

者はコミズムシとチピミズムシの寿命個体の死亡

によって個体数が減少し他生物との数のバラン

スがとれたためと考えられる。

50%では 9月2週以降コマツモムシが他調査

区より多く確認された。コマツモムシはミズムシ

科とくらべて泳ぐのにより適した体をもち，ま

た，食肉性であるため 2) 遊泳が阻害されず，か

つ藻類に多くの生物が集まるこの 50%の被覆率

を選択していると考えられる。 8月4週目に多様

度指数がはじめて 2をこえたが，これはアメリカ

ザリガニの繁殖による影響で，チピミズムシが捕

食されることにより個体数が減少し同時期に，

ケシカタピロアメンボ属が確認されたことから，

他種の生物の消長により 数のバランスがとれた

ためと考えられる。ケシカタピロアメンボ属はチ

ピミズムシと体長が同程度で，吸汁性であるため

競争のより少ないときを選んで出現していると考

えられる。

100%ではマメガムシが多く確認されたが，そ

のほとんどが7月5週日である。これは先日の中

干しによる流下個体と考えられ，その後は他の水

域へと移ったのかあまり多くの個体は確認されな

かった。しかし，ガムシ類は草食性であり，被覆

率も下がるほど個体数が減少していることから，

餌場や水中での足場として藻類を利用していると

考えられる。サカマキガイは排水路のような水深

のある環境よりも，水田やj副 t路のような植物が

多く浅い場所を好み，水田内では稲の茎に集まっ

ている姿が確認されている。また，排水路での通

常調査では 1度に数個体しか採集されなかった。

しかし，他の調査区では確認されなかったこと，

この調査区での採集個体数と通常調査での採集個

体数がほぼ同程度であることから，サカマキガイ

は藻類を好む傾向があると考えられる。コカゲロ

ウ属の幼虫においても 100%，50%の順に個体数

が多く， 0%ではまったく確認されなかった。コ

カゲロウ属は付着藻類を餌とするとされている

が，調査時には網ですくったアオミドロの隙聞か

ら多く見つかることが多かったことから，より被

覆率の高い場所を好み，糸状藻類を生活として利

用していると考えられる。多様度指数は 8月3週

目 ~9 月 1 週目の期間で高くなっている O これ

は8月4週日ではガムシ類が比較的多く採集され

たことに加えて，ミズムシ類の数が少なかったた

め，ケシカタピロアメンボ属が多く採集されたこ

とによるもので， 9月1週日は 50%と同様にア

メリカザリガニとミズムシ類とケシカタピロアメ

ンボによる個体数の変動と調整が行なわれたため

と考えられる。 8月3週目ではアオモンイトトン

ボのヤゴやスジエピが採集されたが，今回の調査

では藻類との関係性はわからなかった。また多様

度指数は 100%において最大値を示したが，遊泳

性の大きい水生生物がみられないことから，必ず

しも被服率の高いことが生物にとって好影響を

及ぼすものではないと考えられる。

以上のように，同じ地であっても異なる被覆率

ごとに，適した水生生物が集まり，特徴的な生物

群集が形成されている O つまり，藻類は水生生物

が多く利用している重要な環境と考えられる。し

かし今回の研究は排水路で行なったものの，水

田におけるアオミドロ等の藻類は繁殖量が多いほ

ど水温・地温の低下が大きく，水稲の分けつの発

生か、抑制されるため古くから防除の対象となって

いる O そのため，今後は水稲の生育に影響せず，

藻類を維持する管理手法が必要と考えられる。

ハビタット別出現ブランクトンの季節変化(図 41)

PF1 

プランクトンはフナガタケイソウ属やササノハ

ケイソウ属といった珪藻類が多く採集され，特に

5月4週目は田んぼピオトープの中で一番多くの

珪藻類が採集された。しかし 6月3週目には鞭

毛藻類であるファクス属が優占種となり， 7月l

週目には珪藻類，鞭毛藻類をはじめとしたすべて

のプランクトンが減少し 7月3週目にはセネデ

スムス属やコエラストルム属などの緑藻類が出現

した。中干し後は中干し前にくらべ鞭毛藻類や珪

藻類の個体数が減少したが， 9月2週目には大幅

に増加した。



近畿大学田んぼピオトープに見られる水生生物II-2008年度の調査結果をめぐって 53

PF2 
PF1と同様に PF2においても珪藻類が優占し

ているが5月4週目では珪藻類が減少しミジンコ

属などの節足動物が増加した。また， 6月l週日

からはメリスモベデイア属などの藍藻類が出現

し， 7月3週目には PF1と同様にコエラストルム

属などの緑藻類が出現した。

PF3 

5月2週目から珪藻類が優占しているが， 6月

3週目では珪藻類が減少しミジンコ属やケンミ

ジンコ属などの節足動物が出現した。 7月3週目

にはコスマリウム属などの緑藻類やアナベナ属な

どの藍藻類が出現し，中干し後はトラケロモナス

属などの鞭毛藻類が増加傾向を示した。

小川

小川は他のハピタットと比較するとプランクト

ン量が全体的に少ない特徴があった。また， 5月

2週日から 7月l週日まではアオミドロ属やサヤ

ミドロ属などの緑藻類が確認されたが，地下水を

くみ上げるポンプが故障し小川の水が枯れた 7月

2週以降に緑藻類は確認されなくなった。

排水路

5月2週目には比較的多くの珪藻類が確認され

たが， 5月4週目には急激に減少しサヤミドロ

属などの緑藻類が確認され始めた。特に 6月3週

目にはサヤミドロ属である緑藻類が 19個体確認

された。その後7月 l週日から 8月4週目にかけ

て数個体ではあるがトラケロモナス属などの鞭毛

藻類が確認され続けた。

温水路 1

珪藻類が5月2週日に比較的多く確認されたが

5月4週目には減少しかわってサヤミドロ属な

どの緑藻類が増加した。 8月l週目にはトラケロ

モナス属などの鞭毛藻類が増加しそれとは逆に

珪藻類は 8月4週目まで減少傾向を示した。

温水路2

5月2週目から 6月 1週目にかけてササノハケ

イソウ属やハネケイソウ属などの珪藻類が多く確

認されたが， トラケロモナス属などの鞭毛藻類が

出現してからは減少傾向を示している。また， 5 

月4週目からサヤミドロ属などの緑藻類が出現

し， 6月3週目から 7月2週日にかけてはほぼ一

定の割合で確認された。

考察

まず，水田である PFl， PF2， PF3を比較する

とそれぞれの水田において 5月2週目では珪藻類

が約 90%の割合で確認された。さらに個体数を

みてみると冬期乾田であった PFl， PF3の珪藻

類の個体数が80個体をこえているのに対し冬

期湛水田であった PF2では約 20個体しか確認さ

れなかった。これは PF2が冬期湛水田であった

のに対し， PF1， PF3が冬期乾田であったことが

関係していると思われる。また 6月3週目にはそ

れぞれの水田において珪藻類が減少しているが，

これは 6月 16日に各水田に対して除草剤を散布

した影響， もしくはファクス属などの鞭毛藻類や

オタマジャクシによる捕食の可能性が示唆される

(表1)0

中干し後は各水田とも中干し前とくらべプラン

クトンの総個体数が20個体前後まで減少した。

また 9月3週目に PF1とPF3において鞭毛藻類

と珪藻類が増加しているが，これは水田の水量が

著しく減少していたため これらのプランクトン

が採集地点に集中したためと考えられる。

j刷 t路 lと温水路2では他のハピタットと同様

に珪藻類が多く確認されたが両地点ともトラケロ

モナス属などの鞭毛藻類が出現してからは珪藻類

が減少している O 鞭毛藻類が珪藻類を捕食するこ

とが一般的に知られていることから，他のハピ

タットも同様に鞭毛藻類が珪藻類を捕食していた

と考えられる。

小川では調査期間中ほぼ一定の割合でフナガタ

ケイソウ属やハネケイソウ属などの珪藻類が確認

されたが，これは小川の水が地下水をポンプでく

み上げた水であることから，水温や水量が安定し

ていたことと関係していると思われる。

排水路では 5月2週目に珪藻類が63個体確認

されたが， 5月4週目には 5個体にまで激減して

いる。これは 5月14日にポンプで地下水を流入

させたので水量が増加したことや，同時期に出現

したオタマジャクシによる捕食の影響も考えられ

る。これ以後，珪藻類は比較的安定していた。こ

れは，排水路の水源を地下水にしたことにより水
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温や水質が安定したことによるものだと思われ

るO

プランクトン調査のまとめとして，本年度から

ハピタットごとにプランクトン調査を行なった

が，冬期湛水田であった PF2と冬期乾田であっ

たPFl， PF3とでは明らかにプランクトンの発

生状況が異なった。このため水生生物の出現にも

違いがみられた。特にヌマガエルの幼生はプラン

クトン量が多いハピタットに多い傾向を示したこ

とから，ヌマガエルの親が選択的に産卵するハピ

タットを決定しているという 2007年度の考察を

強く支持するデータ結果となった。

2007年度との比較と今後の課題

2008年度の調査では 2007年度のものにくらべ

プランクトンの定量調査，排水路での藻類の被覆

率ごとの生物調査を加えたことにより，より多く

の生物の生活史及び生態系が明らかになってき

た。また本年度はポンプの故障により小川が枯れ

生物相に大きな影響が出た。小川に生息している

生物の数が激減し，他のハピタットの生物数が増

加する傾向から各生物は自らが危険な状況に置か

れたとき生物ごとに泥に潜る，他の地域に移動す

るなどそれぞれの忌避行動をおこすと思われる。

それらの各生物の生活史並びに生態的データを集

めることが今後の課題である。

さらに. 2008年度の調査結果と 2007年度の調

査結果を比較してみたところ，さまざまなことが

考察できた。

魚類では. 2008年度における調査でトウヨシ

ノボリが確認されず. 2007年度の考察通り，一

時的に移動してきたものと考えられた。さらに，

2008年度ではメダカの遡上も確認されなかった。

メダカの遡上に関する詳細な情報は未だ不明だ

が. 2008年度の調査では排水路の水位が低かっ

たため水田の排水部からの遡上が不可能であった

と考えられる。そのため. 2009年度では 2007年

度の調査結果で確認できた水位が上がる梅雨時期

において遡上の可能性があることが示唆された。

タウナギは 2008年度，卵がj闘え路にて発見され，

その後，多くのハピタットで稚魚が確認されたこ

とから田んぼピオトープに依存していることが明

確になった。

両生類では，ヌマガエルは 2007年度と同様に

多くの個体が確認でき.2007年度に続いて 2008

年度も乾田である水田において多くのオタマジャ

クシが確認されたことからヌマガエルは産卵する

とき産卵場所を選択する可能性が示唆された。

貝類・甲殻類ではヒメモノアラガイ，サカマ

キガイ，アメリカザリガニらの個体数の変動傾

向が2007年度の調査結呆と同じであった。しか

し 2007年度よりもヒメモノアラガイの個体数

が減少しアメリカザリガニの個体数が増加して

いることから，ヒメモノアラガイはアメリカザリ

ガニによる捕食圧によって減少している可能性が

高いことが示された。また， ヒメモノアラガイは

2007年度と同様，乾田である PF3で確認された

ことから，今回の調査で発見された個体は 2007

年度からの越冬個体であると考えられる。

半麹目では.2008年度の調査でも 2007年度同

様，コミズムシが優先種であったが，チピミズム

シが2007年度の結果よりも個体数が増加し，コ

ミズムシと並ぶ優先種となった。両種は排水路で

多く確認され，ピーク時では両種共に個体数が

500個体を上回り. 2007年度よりもおよそ 3倍に

なった。このことから，両種は田んぼピオトープ

に大きく依存している種であるということがわか

る。また，コミズムシは半麹日で唯一，小川で、の

生息が確認されている。このことから，幅広い生

息域をもっ種であると考えられた。今後，これら

両種の増加要因を解明するために，個体数の変動

をはじめ，他の地域との比較をする必要がある。

ケシカタピロアメンボ属においては. 2007年度

の調査結果と照らし合わせたところ，新たな仮説

が生まれた。ケシカタピロアメンボ属は 2007年

度. 2008年度どちらの結果を見ても，田んぼに

水入れを行なった約 3週間後に湛水田を除く各水

田で確認され始めることが確認されている。この

ことから，田んぼの畦などで越冬していた個体が

水入れによって，一時的で、はなく一定以上の期間

水に触れることにより，それが刺激となって越冬

から覚めると示唆された。今後の調査では乾田と

湛水田に注目し観察を続けていくことが必要で、あ

る。

甲虫目では，ヒメガムシとマメガムシが2007

年度同様，優先種であった。さらに両種ともに，

調査期間中 2回の個体数のピークがあった。これ

は2007年度から示唆されてきたもので 2008年

度の調査により，その推察が正しいことが示さ

れた。また，季節的消長から，この両種の生活
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史が推察できる。ヒメガムシは 5月に繁殖期には

いり， 8月中旬には成虫，幼虫入り混じって個体

数のピークを迎え，その後，越冬し翌年の 6月

に成虫は艶死する O マメガムシは 6月に繁殖期に

はいり， 7 月末~8 月初旬には成虫，幼虫入り混

じって個体数のピークを迎える O その後，越冬

し翌年の 7月には艶死する。さらに，このこと

から両種の間では繁殖期とピーク時の時間的な

ズレが確認できる。また， 8月， 9月の期間にお

いては，ヒメガムシは多くの個体が水温が低い小

川で生息しているのに対しマメガムシは水深の

ある'恒久的水域の排水路で、生息しており，生息場

所の違いが確認できた。つまり，両種は田んぼピ

オトープにおいて，時間的，空間的に資源分割を

していると考えられる。これは主に食性が同じで

あることに起因していると思われる。さらに，生

息場所の違いから，両種の生態にも大きく関与し

ており，マメガムシは水深が深いところもしくは

水温が高い場所を選択し一方，ヒメガムシは

16t付近の水温かっ流速が早い場所を選択すると

考えられ，ヒメガムシはガムシ類の中でも広い生

息域をもつことが示唆された。

トンボ目は 2007年度と比較して種数は多いが

個体数は圧倒的に少なく すべての種が田んぼピ

オトープに定着していないと考えられる。これは

アメリカザリガニの増加が要因として考えられ，

ヤゴの段階で，アメリカザリガニによる捕食圧が

かかり減少につながったと考えられる。今後，ヤ

ゴに限らずアメリカザリガニが他の生物に与える

影響をより詳細に調査していく必要がある。

2007年度では確認されなかったが， 2008年度

ではカゲロウ目や双麹目の幼虫が発見された。カ

ゲロウ目は，珪藻類が繁茂し水深が一定以上あ

るj副 t路と排水路で多く確認されたことから，今

後，田んぼピオトープにおいて個体数が増加して

いく可能性があると考えられる。一方，双麹目は

腐植物を好み 17) 浅瀬でしか生息できないこと

から，腐植物が少ない田んぼピオトープでは繁殖

が難しく，減少していくものと考えられる。

おわりに

2008年度の調査では 2007年度と比較して多く

の生物が確認され始め わずか2年目で 2007年

度の約 2倍の種数が確認された。しかし，造成か

ら2年目とまだ若い田んぼに定着している種は未

だ少なく，個体数も少ない種がほとんどであっ

た。今後さらに研究を続けていく上で重要なこと

は今年度発見された種の季節的変動を観察してい

くことと，田んぼピオトープの生物多様性を他の

フィールドのものとの比較し環境が及ぼす生態

系への影響に関する実証的データを収集し，すべ

ての人に環境への配慮を促していくことが重要で

ある。また 2007年度から問題視されていたアメ

リカザリガニなどの外来種問題と併せて，より自

然と触れ合える環境教育の場としてより多くの方

に利用してもらいたいと思っている。
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表 1 2008年度水田ビオ卜ープ農事暦

5月 2日 PF2の代掻き

3日 PF1の図起こし，水路の補強

9日 PF1， PF3の国起こし

14日 ポンプで水をくみ上げ，水量を増加

排水路の水質が悪く循環のため PF3側にポンフ.を届かせ常に水を流す

29日 PF1， PF3に水入れ

30日 小学生と生物調査，代掻き

6月 1日 PF1， PF3代掻き

6日 3回生の PF3田植え

13日 小学生と PF1，PF3田植え

16日 ピラゾレート系除草剤(サンバード)散布

7月 12日 ポンプ故障

小川:枯れる

PF2 :部分的に干上がる

PF3 :取水部から干上がる

排水路水流が止まる

26日 中干し開始

8月 4日 ポンプ修理により小川に水が戻る

排水路に水流が戻る

22日 中干し終了

9月 17日 翌日の調査のため各水田に小111と排水路から水入れ

18日 落水

10月 6日 小学枝と合同でカカシを立てる

17日 小学生と合同で稲刈り
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2007年度• • • • • • • • • • • • • •••• 
••••••••••••• 

••••• 

• • 
• 
• • 

2:008年度種目録

学名

Olyzias latip田

Misgurnus anguillicaudatus 

Monopterus albus 

Rhinogobius sp. OR 

Hyla japonica 

Rana nigromaculatヨ
Fe}ervaηほ limnocharis
Mauremys japonic窃

Chinemys reevesii 
Pa焔emonpaucidens 

Procambarus clarkii 

Caenestheriella gifuensis 

Branchinella kugenumaensis 
Triops spp. 

Gammarus nipponensis 

Ase'"凶 hilgendom・

Se明 isulco弓piralibertina 
Fossaria ollula 

Physa acuta 
Cipangopaluぜ'inachinensis 

s'phaerium lucustre japonicum 
Aquarius paludum paludum 

Gerris俗説'abdominis
Hydrometra procera 

Microveliinae sp. 

Notonecta triguttヨ飽

Anisops og.ヨsawarensis
Micronec飽 (Basileonec飽)sedu俗
Sigara substria飽
Paraplea japon必a
Ereおss由化'us

Hydaticus grammicus 
Cope俗tusweymarni 

Laccophilus ~ωbensis 

Hydrovatus acuminatus 
Laccophilus difficilis 

No胞rusjaponicus 
Hydroglyphus japonicus 

Hydrochara affinis 
S胞rnolophusru古pes

Regimbartia zaitzev 

Enochrus sp. 
He/ochares sp. 

Berosus japonicus 

Lissorhoptrus oryzophilus 
Outhetrum albistylum speciosum 

Orthetrum triagulare me伺ma
Panta畑 flavescens

Sympeturm frequents 

Sympe加Jmbacca mtutinum 

Crocothemis servilia mariannae 

Sμmpeか'Umdepressiusculum 
Sympetrum d，頃rwinianum

Symptrum parvulum 

SJ円mpetrumrisi risi 

Ischnura senega/ensis 

Anax parthenope julius 

Anax nigrofasciatus nigrof旨sciatus
Tipula aino 
Cloeon dip飽'rum

Baetis sp. 

向 tamanthodeskamonis 
Sepedon sphegeus 
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表2

和名

メダカ

ドジョウ

タウナギ

トウヨシノボリ
ニホンアマガエル

トノサマガエル
ヌマガエル

ニホンイシガメ

クサガメ

スジ工ビ
アメリカザリガニ

カイエビ
ホウネンエビ

カブトヱビ類

ヨコエビ
ミズムシ

カワニナ
ヒメモノアラガイ

サカマキガイ

マルタニシ

ドブシジミ
アメンボ

ヒメアメンボ

ヒメイトアメンボ

ケシカタビロアメンボの一種

マツモムシ

コマツモムシ
チビミズムシ

コミズムシ
マルミズムシ

ハイイロゲンゴロウ

コシマゲンゴロウ

ホソセスジゲンゴロウ

コウベツブゲンゴロウ
コマルケシゲンゴロウ

ツブゲンゴロウ

コツブゲンゴ口ウ
チビゲンゴロウ

コガムシ
ヒメガムシ

マメガムシ
ヒラタガムシ属の一種

スジヒラタガムシ属の一種

ゴマフガムシ

イネミズゾウムシ
シオカラトンボ

オオシオカラトンボ

ウスパキトンボ

アキアカネ

コノシメトンボ

ショウジョウトンボ

タイリクアカネ

ナツアカネ

ヒメアカネ

リスアカネ
アオモンイトトンボ

ギンヤンマ

クロスジギンヤンマ

キリウジガガンボ
フタパカゲロウ

コカゲロウ属の一種
キイロカワカゲロウ

ヒゲナガヤチバエ

魚類

両生類

甲殻類

j隈虫類

端脚類

貝類

毘虫類



近畿大学田んぼピオト ープに見られる水生生物1I -2008年度の調査結果をめぐって 59 

一→:水流

P:池
CP:堆肥山

WWC:温水路

MB:泥土手

PF:水田

D:排水路
Cr:小川

※PFのo内

は冬場の状態

/石戸¥

/石匝¥

水中ポンプ
一/mm

一lJ¥
i

 

D 

(j9N 

11 

11 

1 I 咽

11 ，-寸 ¥I 
!l wWFドF1(乾田)

{湛水田) 1 ~ll l l ~ l" 11 11 

11 11 

11 

I -れ¥J一二「¥ ノ〆 ~

11 

~、

11 

三口ド「
看板

IIPF3(乾岡1

図1 田んぼビオトープにおける
ハビタット(生息場所)区分



60 掘井裕一 ・松石和幸・ 小林輝彦中川 慈子稲本雄太久米幸毅・細谷 和海

案採
土全
回
‘司.-

70 

60 A 11 ~ B 
50 

40 

30 

20 

10 

O 
--'_.1・ー・ー白幽岨 目.目哩司自目ー・・ーー ._._.自白瞳白骨殴炉r.i'際 ' r，l'.，扱 'f~ '~ '~'際限』院佐f:t1t:i1t:i l~Jr.tJr.t 1際官f~ 'r.t' Lr......，.ーーー ・ーーーーーー ・・ ーーーーー一一一一

70 

60 C 11 ト D
50 

40 

30 

20 

10 

O ~J~J~吻I，r.p際 ，~妓峨峨'~'~l般か綴Jr.iJti1tt l綴 'r.t '~'~'r.'f'や察』

70 

60 E F 
50 

40 

30 

20 

10 

O ミザ際'際 1 r.t 1~ 1r.i l pl l際慨酬'.限I~J~J~'!i l~:tlr.tl~.1時報t~.I~ I r.tl 峨恨l阪l~:{'燃側附馴州民叫i匝剛被1'!tJ，!'~ '，，!，~ 
70 

4-2 4-4 5-2 5-4 6-1 6-3 7-1 7-3 7-5 8-2 8-4 9-2 9-4 

60 G 
50 

40 

30 

20 

10 
o ~~I ~ I ~ I ~ I ~ I ~ I ~ I ~ I ~ I ~l~ I ~ 1炉開条~W:u..r.t l ~~I t:t 1刊 I Þ!tJ ~

4-2 4-4 5-2 5-4 6-1 6-3 7-1 7-3 7-5 8-2 8-4 9-2 9-4 

仁二コ 水入れ

中干し

~砂ーメダカ

-11トー ドジョウ

ー→←ー タウナギ
落水

月一週

図2 魚類の季節的変動

D.排水路、

G.温水路2

A. PF1、 B.PF2、 c.PF3、

E.小川、 F.温水路1、



素系
士三
回

近畿大学田んぼピオトープに見られる水生生物II-2008年度の調査結果をめぐって 61 

60 

A 
B 

40 

30 

ハ戸20 

10 

o ，+::.-'音晴喝~'~.I 面 I C:' 岳山ムL向島誠治生ム畑町民…

60 

C D 
40 

30 

~L，~山Lよ…ιi:i '~~~~i'~t~'~~M:i時
E 

40 

30 

50 I G 
40 

30 

20 

10 

o ~J~J~J~ IW.W.~ I~ I ~l~J;::~~I~l 

月一週

F 

4-2 4-4 5-2 5-4 6-1 6-3 7-1 7-3 7-5 8-2 8-4 9-2 9-4 

に二コ 水入れ
中干し 一←ニホンアマガエル
落水 4 ートノサマガエル

一企ー ヌマガエル

オタマジャクシ

図3 両生類の季節的変動

A. PF1、 B. PF2、 C.PF3、 D.排水路、

巳小川、 F.温水路1、 G.温水路2



62 堀井裕一松石 和幸 小林 輝彦 ・中川 慈子-稲本 雄太 -久米幸毅 -細谷 和海

200 

A 
150 1- B 

100 

50 

200 

100 

50 

案採
挙 200

思 150

100 

50 

200 

150 

100 

50 

O 

C 

E 

G 

4-2 4司 4 5-2 5-4 6-1 6-3 7-1 7-3 7-5 8-2 8-4 9-2 9-4 

月一週

F 

4-2 4-4 5-2 5-4 6-1 6-3 7-1 7-3 7-5 8-2 8-4 9-2 9-4 

一←スジ工ビ

仁二二コ 水入れ 一品ー アメリカザリガニ
中干し
落水 A 力イエピ

ート ホウネンエビ

ー← 力ブトエビ

一←ーヨコエビ科

-ー ミズムシ

図4 甲殻類の季節的変動

A. PF1、 B. PF2、 c. PF3、 D.排水路、

E小川、 F.温水路1、 G.温水路2



400 

300 

200 

100 

O 
400 

300 

200 

100 

案採
O 

士三 400 

思

200 

100 

。
400 

300 

200 

100 

O 

近畿大学田んぼピオトープに見られる水生生物II - 2008年度の調査結果をめく Aって 63 

A 

C 

E 

4-2 4-4 5-2 5-4 6-1 6-3 7-1 7-3 7-5 8-2 8-4 9-2 9-4 

月一週

B 

D 

F 

4-2 4-4 5-2 5-4 6-1 6-3 7-1 7-3 7-5 8-2 8-4 9-2 9-4 

仁二コ 水入れ→ー力ワニナ

中干し
一← ヒメモノアラガイ落水 J 

-←サ力マキガイ

一← マルタニシ

ートドブシジミ属

図5 員類の季節的変動

A. PF1、 B. PF2、 c.PF3、
F.温水路 1、

D.排水路、

G.温水路 2

E.小JlI、



64 堀井裕一 ・松石 和幸 ・小林輝彦・ 中川 慈子-稲本雄太-久米幸毅細谷和海

1500 

1200 
A 

900 

600 

300 

o ~~ I ~~VC~~: I ~~'â t ~:~凶~村んじICSLYEr相I杭?とJ
1500 

1200 C 

900 

600 

300 

B 

~羽町市民的仇~";I.T~~丸山. ". ， ，， 円 V屯んい ，.. ..... ........;‘. ，‘4・..，・p・"‘，、J・‘t.......J‘".・..、......"'.....1......・・"..."'.....‘・

妻訴訴 n レ1...，.叫哨v… 品 耐付v… 伊 …寸叫骨ω 叫巾十…vド…ザ巾伊ザ"''''''1……w川V川lげ門γ門可 .引小』ルhいνhマ士誰t1叩5印00γM山‘………鼻…一……《… …，  ・・....."...............日 ，.......a..... .. 

恩1200

900 

600 

300 

O 

1500 

1200 

900 

600 

300 

E F 

霊限会日叫臨時l田宮冨宣告ニ~ ~4τ:I'，~~令制怜科帯内~~.J

G 
一←アメンボ

に二コ水入れ
ートヒメアメンボ

中干し
落7.1< ヒメイ卜アメンボ

ートケシカタビ口アメンボ属

O川-..‘.. ~.. ~.. ~.. 、A 4A } { ~ ‘ ~.. ..... ..... ..... ，.. ) ¥ ~、 b ‘ H I 、 b ‘ )t ... .. )¥}‘ b、 -←マツモムシ
4-2 4-4 5-2 5-4 6-1 6-3 7-1 7-3 7-5 8-2 8-4 9-2 9-4 

-←コマツモムシ

A. 

月一週

図6
PF1、 B.
E.小川、

一←チビミズムシ

ーι 司コミズムシ

マルミズムシ

半麹目の季節的変動

PF2、 C.PF3、 D.排水路、

F.温水路1、 G.温水路2



65 近畿大学田んぼピオトープに見られる水生生物II-2008年度の調査結果をめぐって

120 

B A 100 

80 

60 

40 

20 

仰いダ私 立)ミポ k J~00~~持ぐ桝伊ヂミポ~)<')0t~~~吹?仇凶、難機減河野F
。

120 

D C 100 

80 

60 

儀帯艇よ蝿ゆ食J

ノボ'
)t 

めヨピ、.r:出J官-'.色合、;"'l'~ """ Â: 包・， .‘ J ・♂'\&. ， ~.... j';!_~1
夙 >~、一 一月一 ~，.~ .".-... ，..... .，............. .... t'W'道局

40 

実話
*0州 J

固 120

100 

20 

F E 
80 

60 

40 

ウ

ウ

ウ

-」

4

ウ

口

口

口

ト
ロ

ウ

ゴ

ゴ

ゴ

ウ

シ

鴻

日
ゴ

口

、ン

ン

ヘ

ノ

ウ

口

ゥ

ム

ム

1

4

ン

ゴ

ゲ

ゲ

ケ

口

ゴ

ロ

シ

ガ

ガ

一2
ゲ

ン

ジ

ブ

シ

ゴ

ン

ゴ

シ

シ

ム

タ

タ

川
ト
ロ

ゲ

ス

ツ

ケ

ン

ゲ

ン

シ

ム

ム

ガ

ラ

ラ

月
ィ

マ

セ

ベ

ル

ゲ

ブ

ゲ

、ム

ガ

ガ

タ

ヒ

ヒ

x
f

3

イ

シ

ヴ

ウ

マ

フ

ツ

ピ

ガ

メ

メ

ラ

ジ

ジ

'

7

ハ

ト

コ

ホ

コ

コ

ツ

コ

チ

コ

ヒ

マ

ヒ

ス

ス

一
一

+

+

+

十

+

+

十

千

十

+

J

れ
し

ぶ

入

干

水

パ

水
中
落

ト…
一

んヤ

m

G
 

n
u
n
U
 

20 

100 

80 

60 

40 

20 

Ol対決※咲t受受妻子対:-:1(';(吹1決令所益野党戸究明l夫主義明ャ:今?

甲虫目の季節的変動

PF2、 c. PF3、 D.排水路、
F.温水路1、 G.温水路2

月一週

図7
A. PF1、 B.

E.小川、



66 堀井裕一・松石和幸 ・小林 輝彦 ・中川 慈子 ・稲本雄太-久米幸毅 -細谷和海

15 ~ A B 

10 

20 

15 ~ c D 

10 

仙… …ぇ lバ ト，."........，'.' ......t，.....，.，0..， 

5 

訴
M
W宇
田
?

15 ~ E 
F 

10 

5ト卜 1 ¥. ， 
o ls，，:.:， .." . ~ C . ;' ...' .;.， .e:' .，'・1

20 
4-2 4-4 5司 2 5-4 6-1 6-3 7-1 7-3 7-5 8-2 8-4 9-2 9-4 

月一週

一←シオカラトンボ(ヤゴ)

- オオシオカラトンボ(ヤゴ)

に二コ水入れートアオモンイトトンボ(ヤゴ)

中干し 一←アキア力ネ(ヤゴ)

落水 一← オナガアカネ(ヤゴ)

ー←ーコノシメトンボ(ヤゴ、)

一←ショウジョウトンボ(ヤゴ、)

-~ー タイリクアカネ(ヤゴ)

ーι ーナツアカネ(ヤゴ)

ヒメア力ネ(ヤゴ)

リスアカネ(ヤゴ)

ウスパキトンボ(ヤゴ)

G 
15 

10 

5 

o L，ι t川 iih
4-2 4-4 5-2 5-4 6-1 6-3 7-1 7-3 7-5 8-2 8-4 9-2 9-4 

図8 トンボ目の季節的変動
A. PF1、 B. PF2、 c. PF3、 D.排水路、

E小川、 F.温水路1、 G.温水路2



25 

20トA

15 

10 

5 

0 

25 

20卜C

採 15

固 10

近畿大学田んぼピオトープに見られる水生生物II -2008年度の調査結果をめ ぐって 67

B 

ぷ降関係.~lM'.W~'iYi'lXilM-'I1(~傾向際問

D 

: l'M… '民論 品 仏ぬ除泊…rい
4-2 4-4 5-2 5-4 6-1 6-3 7-1 7-3 7-5 8-2 8-4 9-2 9-4 

25 

20 E 

15 

-← コカゲロウ属
10 

ー ιーヒメカゲロウ科

o ~酬明lr~1Wf州 亡二コ水入れ
中干し

キイ口力ワカゲロウ

落水 一←フタバカゲロウ

月一週

図9 カゲロウ目の季節的変動

A. PF1、 B. PF2、 c. PF3、 D.排水路、

E小川、 F.温水路1、 G.温水路2



68 

素話
士重
固

堀井 裕一 松石和幸 小林輝彦中川 慈子-稲本雄太-久米 幸毅 -細谷和海

5 

4 ~ A B 

3 

2 

o trw、午、"、，'¥'，、午、 FんA""" ，，，，， 1::."，，" [""，，，，，，，，，，，...1，，¥ 
5 

4卜C
3 

2 

1卜 少令

O削"¥"¥''''れ'1¥'1いれ'1いれ"いれ"¥''''1''1' "いれ'/いれ'1いれ'/川、'IU
4-2 4-4 5-2 5-4 6-1 6-3 7-1 7-3 7-5 8-2 8-4 9-2 9-4 

月一週

4-2 4-4 5-2 5-4 6-1 6-3 7-1 7-3 7-5 8-2 8-4 9-2 9-4 

一+ーガガンボ科
亡二コ水入れ

中干し -ー ヒゲ、ナガヤチ1¥工属
落水

アブ科

図10 双麹目の季節的変動

A. PF1、 B.PF2、 c.小111



→-PF1 
σ3 
にD

→-PF2 

寸 -PF3

採
叫
州
饗
A
W
糊

工
図

排水路

ー←温水路1

- 温水路2

十 小)11/¥ 
8 

6 

4 

2 

3 

7 

5 
種
多
様
度
指
数

レ
h
p
'v
n勾
hw
蝶
柏
崎
網
羅
ハ
b
M
m
吐
き
O
N

同
禁
制
川町
長
時
£
♂
民
斗
。ト
l
ム

I
T
U
H
一
、
〈
田
糾
υ帆
漏
県 。

4-2 4-3 4-4 5-1 5-2 5-3 5-4 5-5 6-1 6-2 6-3 6-4 7-1 7-2 7-3 7-4 7-5 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-2 9-3 9-4 

月一週



堀井裕一・松石和幸・小林輝彦 ・中川慈子・稲本雄太・久米幸毅・細谷和i毎

入ザA、水

炉F〆~

A 
0

8

6

4

2

0

8

6

4

2

0

 

内

4

4
1

4
1
4
1
4
1
4
l

70 

n
u
n
u
n
o
a斗

n
t
n
u
n
o
n
0
8『

η
t
n
u

q
L
4
1
4
1
4
1

4
1
4
l
 

(
E
a
a
)
M
m
階、

」沢一」

20 

18 
16 

14 

12 

10 

8 
6 
4 

2 

O 
~H~HHHHHHHHHHHMHMHHHHHHHH 

C 

一→←ーpH
一 暢 ー COD

ー+ー NH4

-→- P04 
一 合 一 DO

じコ水入れ
中干し

落水

月一週

図12 各ハビタットの水質の季節変化
A. PF1、 B.PF2、 C.PF3



71 近畿大学田んぼビオトープに見られる水生生物II -2008年度の調査結果をめぐって

n
u
n
u
n
h
v
凋
斗

n
t
n
u
n
O
P
0
4斗

n
t
n
u

η
L
4
1
4
1
4
1
4
1
4
1
 

0

8

6

4

2

0

8

6

4

2

o

 

n
t
4
1
4
l
t
1
4
1
4
1
 

(
E
a
a
)
制
興

20 

18 

16 
14 

12 

10 
8 
6 
4 

2 
O ~ 

C 

一→←-pH 
一 報 ー・ COD

-----NH4 

-→ーー P04
一 世 一 DO

Cコ 水入れ
中干し

落水

月一週

図13 各ハビタットの水質の季節変化

A.温水路、 B.温水路2、 c.排水路



20 

18 

16 

14 

12 

10 

8 

6 

4 

2 
014ーでで・でで~ 

4-2 4-3 4-4 5-1 5-2 5-3 5-4 5-5 6-1 6-2 6-3 6-4 7-1 7-2 7-3 7-4 7-5 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-2 9-3 9-4 

一#ー pH

ー蝋ー COD

-ー-NH4 
一→-P04 
-守一 DO

堀井裕一松石和幸-小林輝彦 -中川 慈子・稲本雄太・久米幸毅 ・細谷 和海

た t

A 

72 

(
E
a
a
)
幽
脳
内

仁コ 水入れ
中干し

落水

月一週

各ハビタットの水質の季節変化図14

A.小川

400 

350 

300 

250 

200 

150 

100 

50 

O 

(ω
ミ
)
M
m

棋

一+ー PF1
-4-ー PF2
ー←-PF3 
「 排水路

ート 小)11

ー← 温水路1
一← 温水路2

亡コ 水入れ
中干し

落水

月一週

各ハビタットのECの季節変化図15



近畿大学田んぼビオトープに見られる水生生物II-2008年度の調査結呆をめぐって 73 

4-2 4-3 4-4 5-1 5-2 5-3 5-4 5-5 6-1 6-2 6-3 6-4 7-1 7-2 7-3 7-4 7-5 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-2 9-3 9-4 

月一週 Cコ水入れ

中干し

落水 路

路

路

1
2
月
水
叫
水
跡

土
工
土

十

図16 各ハビタットの気温、水表面及び泥中の水温

の季節変化

A.気温、 B.水温(泥中)、 C.水温(水表面)



74 

実話
士三
回
‘哩E・

堀井裕一-松石 和幸 ・小林輝彦・中川 慈子・稲本雄太 ・久米幸毅・ 細谷和海

5 

A 

3 

I I - 世ウナギ

- ドジョウ

. メダカ

I I 
O 

4-2 4-3 4-4 5-1 5-2 5-3 5-4 5-5 6-1 6-2 6-3 6-4 7-1 7-2 7-3 7-4 7-5 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-2 9-3 9-4 

60 

B 

40 

I1 
- オヲマジャウシ

. )(マガ工Jレ

- トノサマガエル

20 
11 . • I ーー 園 ニホンアマガエル

10 

0 42434-4545-2545-45-56-16-2646-47-17-27-37-47-58-18-28-38-49-19-29-39-4 

150 

C 

-・ 園 ヨコエピ科

. カブトエピ

ロ ホウネンヱピ

50 ~ • • カイエピ

. アメリカザリガニ

圃 スジ工ピ• -・・ • • I 。
4-2 4-3 4-4 5-1 5-2 5-3 5-4 5-5 6-1 6-2 6-3 6-4 7-1 7-2 7-3 7-4 7-5 8-1 8-2 8-3 8-4 9-1 9-2 9-3 9-4 

月一週
亡土ゴ 水入れ

中干し

落水

図17 PF1に出現した水生生物の個体数の季節変動
A.魚類、 B.両生類、 c.甲殻類
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図32 温水路1に出現した水生生物の個体数の季節変動

A.魚類、 B.両生類、 B.甲殻類
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図35 温水路2に出現した水生生物の個体数の季節変動
A.魚類、 B.両生類、 c.甲殻類
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図38 A.被覆率測定の様子
B. 1マスにおける被覆例、緑色の部分を藻類、白

色の部分を水とし、左から順に1、0.5、0を表
す。マス全体を藻類が覆っているのなら1、全
体ではないが少しでも覆っているのなら0.5、
全く覆っていないのなら0とした。
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図版1 田んぼビオトープに出現する水生生物(魚類・両生類)
A.メダカ B.ドジョウ
C.タウナギ D.ニホンアマガエル
E.ニホンアマガエル(幼生)F.トノサマガエル
G.ヌマガ工ル H.ヌマガ工ル(幼生)
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図版2 田んぼビオトープに出現する水生生物(腰虫類・甲殻類)
A.ニホンイシガメ B.クサガメ

c.スジ工ビ D.アメリカザリガニ
E.カイ工ビ F.ホウネン工ビ

G.カブト工ビ H.ミズムシ
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E I F 

図版3 田んぼビオトープに出現する水生生物(貝類・昆虫類)
A.カワニナ B.ヒメモノアラガイ
c.サカマキガイ D.マルタニシ

E.ドブシジミ F.アメンボ
G.ヒメアメンボ H.ヒメイトアメンボ
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図版4 田んぼビオトープに出現する水生生物(昆虫類)

A.ケシカタビロアメンボsp.B.マツモムシ
c.コマツモムシ D.チビミズムシ
E.コミズムシ F.マルミズムシ
G.ハイイ口ゲンゴ口ウ H.コシマゲンゴ口ウ
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図版5 田んぼビオトープに出現する水生生物(昆虫類)

A.ホソセスジゲンゴ口ウ B.コウベツブゲンゴ口ウ
C.コマルケシゲンゴロウ D.ツブゲンゴロウ
E.チビゲンゴ口ウ F.コガムシ
G.ヒメガムシ H.マメガムシ
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図版6 田んぼビオトープに出現する水生生物(毘虫類)
A.ヒラタガムシ属 B.スジヒラ夕方、ムシ属

c.ゴマフガムシ D.シオカラトンボ(幼生)
E.アオモンイ卜トンボ(幼生) F .クロスジギンヤンマ(幼生)
G.コカゲロウ属の一種 H.ヒゲナガヤチバ工(幼生)
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